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宣
統

年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負
担

は
じ

め
に

佐

　
藤
　
淳
　
平

　
本
稿
は

光
緒
三

十
四

年
（

一

九
〇
八
）

に

開
始
さ
れ
た

清
理

財
政
と
そ

れ

に

伴
い

編
成
さ

れ
た

試
辧
宣
統
三

年
（

一

九

＝
）

預
算
案
を

主
た

る

分
析

対
象
と
し

て
、

当
該
時
期
の

清
朝
の

財
政
配

分
の

方
針
を
明
ら
か

に

す
る

も

の

で

あ
る

。

筆
者
が
こ

の

よ

う
な
ア

プ
ロ

ー

チ

を
採
る

の

は
、

村
田

雄
二

郎

氏
が

思
想
史
の

立
場
か
ら

「

南
方
h
革
命
派
」

、

「

北
方
旺

立
憲
派
」

と
い

っ

た
地
域
的
差
異
に

起
因
す
る

民
族
・

国
民
観
の

違
い

を

指
摘
し
た

よ

う
に

、

財

政
史
の

立

場
か
ら

も

南
方
と

北
方
と
い

っ

た

地
域
的
差
異
に

起
因
す
る

各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1〕

省
の

立
場
の

違
い

を
指
摘
で

き
る
の

で

は
な
い

か
と

考
え
た
た
め

で

あ
る

。

清
朝
は

雍
正
二

年
（

一

七
二

四
）

に

成
立
し

た

酌
撥
制
度
に

よ

り
末
端
の

徴

税
単
位
で

の

蓄
積
を
基

礎
に

、

全
王

朝
規
模
で

の

財
政
余
剰
の

移
転
調
整
が

可
能
で

あ
っ

た
が

、

酌
撥
制
度
が

機
能
し
な

く
な

り
、

一

定
額
の

解
協
款
の

負
担
を

各
省
関
に

割
り
当
て

る

と
い

う

攤
派
制
を

採
る
よ

う
に

な
っ

た

太
平

天
国
以
降

、

解
協
制
度
が
ど
の

よ

う
な

論
理
で

運

用
さ
れ
て

い

た
か

は
必
ず

　
　
　
　
　
　
（
2）

し

も
自
明
で

は
な
い

。

　
こ

う
し
た

観
点
か
ら

見
れ
ば

、

従
来
の

太
平
天
国
以
降
の

解
協
制
度
に

関

す
る

研
究
の

多
く
が

、

解
協
款
を

負
担
す
る

省
を
「

地

方
」

と

暗
黙
の

裡
に

規

定
し

、

「

地
方
」

の

財
源
を

確
保
し

よ

う
と

す
る

督
撫
と
解
協
款
を

指
示

通

り
に

執
行
さ
せ

よ
う
と

す
る

戸
部
の

対
立
と
い

う
構
図
を

採
っ

て

い

る

こ

宣
統
年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負
担
（

佐
藤
）

と
は

、

分

析
対
象
が

南
方
に

偏
っ

て

い

る
と

い

う
点
で

い

さ
さ

か

問
題
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3

）

る
と

言
わ
ざ
る
を

得
な
い

。

　
こ

う
し
た

研
究
状
況
は

地
方
の

財
政
を
包
括
的
に

把
握
す
る
の

が

難
し
い

と
い

う

史
料
的
制
約
に

よ

る

部
分
も
あ
る
と

考
え
ら

れ
る
が

、

周
知
の

通
り

、

中
国
の

各
省
は

経
済
の

構
造
や

規
模
が

大
き

く
異
な
っ

て
お

り
、

解
協
款
を

実
質
負
担
し

て

い

な
い

省
も
存
在
し

、

ま
た

解
協
款
の

負
担
額
も

各
省
に

よ

り
大
き

く
異
な
っ

て
い

る
。

し
た
が
っ

て

筆
者
は

清
末
の

財
政
構
造
を
理

解

す
る

場
合
に

は
、

各
省
の

差
異
を
十
分
に

考
慮
す
る

必
要
が
あ

る
と

考
え
て

い

る
。

　
し
か
し

な

が

ら
、

清
朝
の

解
協
制
度
の

実
態
を

把
握
し

得
る

史
料
が

存
在

す
る

宣
統
年
間
（
一

九
〇
九
−
一

九

＝
）

に

つ

い

て

も
、

各
省
の

財
政
構
造

や

解
協
款
の

負
担
の

差
異
を

分
析
し
た

も
の

は
な
い

。

清
理
財
政
に

関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

4）

専
論
と
し
て

は
、

趙
学
軍
・

劉
増
合
の

研
究
が
あ
る

。

趙

学
軍
は

清
理

財
政

の

経
過
と

預
算
の

支
出
の

概
要

、

人
材
面
等
の

民
国
へ

の

影
響
に

つ

い

て

考

察
し

た
。

ま
た

劉
増
合
は

、

督
撫
と

中
央、

督
撫
と

諮
議
局
と
の

対
立

及
び

清
理
財
政
に

よ
り

判
明
し
た

外
銷
部
分
が

各
省
の

財
政
に

占
め

る
比
率
に

つ

　
　
　
　
（

5
）

い

て

分
析
し
た

。

両
氏
の

研
究
は

共
に
清
理
財

政
と

そ

れ
に

基
づ

い

た

預
算

編
成
過
程
の

解
明
に

資
す
る

点
も
あ

る
が、

各
省
の

財
政
構
造
や

解
協
款
の

負
担
の

差
異
を

分
析
す
る
と

い

う
筆
者
の

関
心
と

は

必
ず
し

も
一

致
し
て

い

な
い

。

　

今
回
分
析

対
象
と

す
る

試
辧
宣
統
三
年
預
算
案
や
そ

の

根
拠
と
な
っ

た

財

政
説
明
書
は

数
値
の

信
憑
性
及
び

実
現
可
能
性
と
い

う
点
で

問
題
が

あ
っ

た

と

考
え

ら
れ
て

い

る
が

、

諮
議
局
で

の

審
議
や

新
聞
報
道
等
を
通
し
て

、

革

命
の

主
た
る

担
い

手
と

な
っ

た

地
方
の

士

紳
の

間
に

清
朝
の

財
政
政
策
に

関

六
一
（

二

三一
）
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研

究

ノ

ー

ト

す
る

情
報
が

共
有
さ
れ

、

議
論
さ
れ
た
と
い

う
点
に

お
い

て

少
な

か
ら

ず
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6）

味
が

あ
っ

た
と

考
え
ら

れ
る

。

　
し
た

が
っ

て

本
稿
で

は
、

試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
の

編
成
過
程
と
そ

れ
を

め

ぐ
る

様
々

な

言
説
を

分
析
す
る

こ

と

を
通
し
て

、

当
該
時
期
に

お
け
る

清

朝
の

財
政
配

分
の

方
針
及
び

預
算
案
に

対
す
る

各
省
の

反
応

を
明
ら
か
に

し

た

い
。

第
一

章
　
籌
備
立
憲
と

清
理

財
政

　
試
辧
宣

統
三

年
預
算
案
に

於
け
る

清
朝
の

財
政
配
分
の

方
針
と
そ

れ
に

対

す
る

各
省
の

反
応
に

言
及
す
る

前
に

、

清
朝
に

於
い

て

試
辧
宣
統
三

年
預
算

案
が

作
成
さ

れ
る

こ

と

に

な
っ

た

背
景
と

過
程
を
整
理

し
て

お
く

。

　
そ

も
そ

も
清
理

財
政
の

端
緒
は

、

光
緒
三

十
四

年
八

月
一

日
、

憲
政
編
査

館
と

資
政
院
が

会
奏
し
た

「

憲

法
大
綱
曁
議
院
法
選
挙
法
要
領
及

逐
年
籌
備

事
宜

摺
」

で

あ

る
。

こ

の

奏
摺
に

附
さ

れ
た

清
単
に

、

光
緒
三

十
四
年
に

度

支
部
に

よ

り

「

清
理

財
政
章
程
」

を
頒

布
、

光
緒
三

十
五
年
に

度
支
部
・

各

省
督
撫
に

よ

り
各
省
の

歳
出
入

総
数
を

調
査

、

光
緒
三

十
六

年
に

度
支
部
・

各
省
督
撫
に

よ

り
各
省
の

歳
出
歳
入
総
数
を
覆
査

、

地
方
税
章
程
を

釐
訂

、

各
省
預
算
決
算
を
試
辧

、

光
緒
三

十
七
年
に

度
支
部
に

よ

り
全

国
歳
出
入
確

数
を

会
査

、

憲

政
編
査

館
・

度
支
部
・

各
省
督
撫
に

よ

り
「

地

方
税
章
程
」

を
頒
布

、

度
支
部
・

税

務
処
・

各
省
督
撫
・

憲
政
編
査
館
に

よ

り
「

国
家
税

章
程
」

を

釐
訂
と
い
っ

た

清
理
財
政
の

大
ま
か

な
計

画
が
規
定
さ

れ
た

。

議

会
の

重

要
な

役
割
の
一

つ

は
、

預
算
を
審
議
す

る
こ

と
で

あ
り

、

籌
備
立

憲

の

動
き
と

連

動
し

て

清
理

財
政
の

動
き
が

出
て

く
る

の

は
、

自
然

な
こ

と

　
　
　
　
　
　
（
7）

だ

っ

た

と

思
わ

れ
る

。

亠

ハ

ニ
（

二

三

二

）

　

そ
の

後
、

光

緒
三

十
四

年
十
二

月
二

十
日

に

度
支
部
が

「

妥
酌
清
理
財
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8

）

章
程
繕
単
呈
覧
摺
」

を
上
奏
し
た

。

こ

れ
は

清
理
財
政
の

手
順
を
よ

り
具
体

的
に

定
め
た

も
の

で

あ
る

。

例
え

ば
、

中
央
に

清
理

財
政
処

、

各
省
に

清
理

財
政
局
を

設
置
す
る
こ

と
や

光
緒
三

十
四

年
分
出
入

款
項
詳
細
報
告
冊
・

宣

統
元
年
以
後
各
季
報
告
冊
・

各
年
預
算
報
告
冊
・

決
算
報
告
冊
の

作
成

、

各

省
の

財
政
沿
革
と

利
弊
を

調
査
し
て

説
明
書
を

編
成
す
る
こ

と

等
が

定
め
ら

れ
た

。

ま
た

「

清
理

財
政
章
程
」

の

第
五

章
「

預
備
全

国
窺
算
之

事
」

は
、

預
算
の

作
成
手
順
に

つ

い

て

も

言
及
し
て

い

る
。

そ

れ
に

よ

る
と

、

預
算
編

成
の

手
順
は

、

各
省
文
武
大
小

衙
門
局
所
は
宣
統
二

年
か
ら

翌
年
の

収
支
項

目
を
予
め

算
定
し

清
冊
を
つ

く

り
、

二

月
内
に

清
理
財
政
局
に

送

り
、

局
で

全
省
預
算
報
告
冊
を
つ

く
り

、

督
撫
に

上

呈
し
て

五

月
内
に

度
支
部
に

送
る

。

ま
た

在
京
各
衙
門
は

宣
統
二

年
（
一

九
一

〇）

か

ら
翌

年
の

収
支
項
目
を
以

て

預
算
報
告
冊
を
作
成
し

五
月
内
に

度
支
部
に

送
る

。

度
支
部
は
宣

統
二

年

か

ら

逐
年
京
外
各
処
が

送
っ

て

き
た

預
算
報
告
冊
を
ニ

カ

月
以
内
に

詳
細
に

審
査
決
定
し

、

施
行
を

奏
請
す
る

。

各
省
預
算
報
告
冊
の

項
目
の

う
ち

、

地

方
行
政
経
費
に

属
す
る

者
は

、

度
支
部
が

督
撫
に

送
り

、

督
撫
が

諮
議
局
に

送
り

議
決
す

る
と
い

っ

た

形
に

な

っ

て
い

た
。

　

続
い

て

宣

統
元
年
（

一

九
〇

九）

二

月
に

度
支
部
が

「

清
理

財
政
処
辧
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

9
）

章
程
」

及
び

「

各
省
清
理

財
政
局
辧
事
章
程
」

を
上

奏
し
た

。

「

清
理
財
政

処
辮
事
章
程
」

は

主
に

清
理
財
政
処
の

職
制
に

つ

い

て
定
め
た

も
の

で
、

清

理

財
政
処
に

提
調
・

幇
提
調
を
設
け
て

清
理
財
政
事
宜
を
主

管
さ
せ
る

こ

と
、

総

辧
・

幇
辮
を
設
け
て

清
理

財
政
事
宜

を

分
管
さ

せ

る
こ

と

や

総
務
・

京

畿
・

遼
瀋
・

江
籟
・

青
豫
・

湘
鄂
・

閾
浙
・

専
桂
・

秦
晋
・

甘
新
・

梁
益
・

収
掌
の

十
二

科
を
設
け

、

各
科
に

総
核
一

名
と

坐
辧
行
走
を

置
く
こ

と
、

提

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Historical Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Hlstorloal 　Soolety 　of 　Japan

調
・

幇
提

調
・

総
辧
・

幇
辮
・

総
核
は

毎
週
土

曜
日
に

会
議
を

開
く
こ

と

な

　
　
　
　
　
　
（
10）

ど
が

盛
り
込
ま

れ
た

。

　
ま

た

「

各
省
清
理

財
政
局
辧
事
章
程
」

は

主
に

各
省
清
理

財
政
局
の

職
制

に

つ

い

て

定
め

た

も
の

で
、

総
辧
一

名
と

会
辧
・

正
監

理
官
一

名
・

副
監
理

官
一

名
を

置
く
こ

と
、

編
輯
・

審
核
・

庶
務
の

三

科
を

置
く
こ

と

等
が

定
め

　
（
11
）

ら

れ
た

。

そ

れ
を

受
け
て

宣
統
元
年
閠
二

月
に

各
省
正

副
監

理
官
が

任
命
さ

れ
た

。

清
理
財
政
局
の

職
務
は

、

光
緒
三

十
四
年
分
各
項
収
支
存
儲
銀
糧
確

数
の

報
告
冊
と

盈

虧
比
較
表
の

作
成

、

宣
統
元

年
か
ら

該
省
各
季
出
入
款
項

報
告
冊
の

作
成

、

開
局
時
の

司
道
局
庫
の

検
査

、

該
省
財
政
沿
革
利
弊
を
説

明
書
に

ま
と

め
る
こ

と
、

全
省
預
算
決
算
報
告
総
冊
の

作
成

、

該
省
藩
運
道

局
各
庫
収
支
章
程
・

丁

漕
塩
課
関
税
釐
金
各
種
雑
税
改
良
徴
収
章
程
と

各
項

収
入
流
水
簿
式
・

各
項
支
出
流
水
簿
式
・

収
入

総
簿
式
・

支
出
総
簿
式
・

収

支
対
照
表
式
・

各
庫
収
支
票
式
・

丁
漕
塩
課
関
税

釐
金
各
種
雑
税
徴
収
票
式

の

作
成
等
で

あ
っ

た
。

財
政
説
明
書
は

概
ね
宣

統
二

年
の

秋
ま
で

に

ま
と
め

ら
れ

、

試
辧
宣
統
三
年
預
算
案
作
成
に

あ
た

っ

て

根
拠
と
な
っ

た

も
の

で

あ

る
。

　
財
政
説
明
書
の

作
成
過
程
で

は
、

中
央
に

よ
る

外
銷
の

把
握
が

目
指
さ

れ

た
た
め

、

既

得
権
が

侵
害
さ

れ
る
恐

れ
の

あ
っ

た

地
方
当
局
の

反
発
や

財
源

の

隠
匿
が
想

定
さ
れ
た

。

例
え

ば
、

会
議
政
務
処
に

よ
る

度
支
部
の

清
理

財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

12
）

政
辧
法
に

対
す
る

議
覆
に

以
下
の

よ

う
な
記

述
が

見
ら

れ
る

。

　
「

し
か

し
、

外
省
は

財
用
の

実
数
を

常
々

隠
匿
し

部
に

知
ら

し
め

ず
、

故

　
に

部
は

常
に

欺
か

れ
て

い

る
こ

と

を
疑
い

、

内
は

外
を
信
じ
な
い

。

部
は

　
外
省
の

款
項
を

実
情
通
り
に

報
告
さ

せ
よ

う
と

し
て

決
し
て

上

納
さ
せ

る

　
こ

と
は

な
い

と

明
言
す
る

が
、

報
告
が
あ
が

っ

て

く
る
と

往
々

に

し
て

食

宣
統
年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負
担
（

佐
藤
）

　
言
す
る

。

故
に

外
省
は

常
に

騙
さ

れ
る
こ

と

を
恐
れ

、

外
は

内
を

信
じ

な

　
い

。

こ

れ
が

不
信
の

弊
害
で

あ
る

。

」

　
こ

う
し
た

会
議
政
務
処
の

懸
念
は

、

清
理

財
政
局
が

設
立
さ

れ
始
め
た

宣

統
元
年
三
・

四

月
以
降

、

各
地
で

現
実
の

も
の

と
な
っ

た
。

例
え
ば

、

宣

統

元
年
七

月
六
日
の

『

申
報
』

に
、

浙
江
省
の

清
理
財
政
に
つ

い

て

以
下
の

よ

　
　
　
　
　
（
13）

う
な
記
述
が
あ
る

。

　
「

私
の

職
責
は

大
変
重
く
、

任
に

堪
え
な
い

こ

と

を
恐
れ

る
。

凡
そ

調
査

　
す
べ

き
各
庁
州
県
場
局

所
の

徴
収
章
程
及
び

沿

革
利
弊
に

つ

い

て
、

す
で

　
に

文
書
を
発
し

、

分
別
し
て

報
告
す
る
こ

と

を

求
め

た
。

し

か
し

、

各
属

　
の

報
告
で

清
理
財
政
局
に

届
い

た

も
の

は

現
在
二

割
に

及
ば

ず
、

そ

の

形

　
式
に

合
わ
ず

完
備
し
て

い

な
い

も
の

も
ま
た

多
い

。

す
で

に

修
正
し
て

送

　
る
よ

う
に

命
じ
た

が
、

届
い

た
も
の

は

少
な

く
、

資
料
は

未
だ

集
ま
ら

な

　
い

。

選
ば
れ
て

此
れ
に

従
わ
な
い

の

は

知
府
が

深
く
恥
じ

入
る
と
こ

ろ
で

　
あ

る
。

」

　
こ

れ
に

よ
れ

ば
、

浙
江
省
の

地

方
官
は

必
ず
し

も
清
理
財
政
に

協
力
的
で

は
な

く
、

作
業
が

難
航
し
て

い

た

様
子
が

う
か

が
え

る
。

ま
た
こ

の

事
例
以

外
に

も
、

『

申
報
』

や

『

大
公
報
』

に

は

地
方
官
と

監
理
官
が

対
立
し
た

事

例
が

数
多
く
見
ら
れ
る

。

　
し

か
し

、

こ

う
し
た

事
態
は

当
初
か
ら

想
定
さ

れ
た

こ

と
で

あ

り
、

清
朝

が

全
く

対
策
を
採
ら
な
か
っ

た

わ
け
で

は

な
い

。

そ

も
そ

も
「

各
省
清
理
財

政
局
辧
事
章
程
」

に

は
、

各
衙
門
出
入
款
項
の

報
告
が

真
実
で

な

く
、

該
局

の

総
辧
等
が

共
謀
し
て

粉
飾
し
た

場
合
や

該
局
が

期
限
に

遵
っ

て

報
告
す
べ

き
と
こ

ろ

を
該
総
辧
等
が

随
意
に

遅
延

し
た

場
合
は

、

監
理
官
に

度
支
部
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14）

の

稟
を

許
可
し

、

度
支
部
が
調

査
処
置
す
る
と
い

う
規
定
が
あ
る

。

ま
た

実

亠

ハ一
二

（

二

三

三

）
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研

究

ノ

ー

ト

際
に

こ

の

規
定
に

基
づ

い

て
、

甘
粛
藩
司
毛

慶
蕃
は

時
期
を

定
め

て

藩
庫
款

項
の

調
査
を
し
な
か

っ

た
こ

と
、

章
程
に

遵
い

支
出
報
告
を

作
成
し
な
か

っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
15
）

た
こ

と
、

命
令
を

無
視
し
た

こ

と
、

と
い

っ

た

罪
状
に

よ

り

解
職
さ
れ
た

。

こ

の

処
分
は

見
せ
し

め

と
し
て

の

意
味
を

持
っ

て

お

り
、

他
の

地
方
官
の

心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16）

理
に

も
少
な

か
ら

ず
動
揺
を
与
え
た

可
能
性
が

あ

る
。

こ

れ

以
降
も

虚
偽
報

告
が

依
然
と

し
て

存
在
し
た
こ

と
を

否
定
す
る

の

は

難
し
い

が
、

少
な

く
と

も

地
方
官
の

表
立
っ

た

抵
抗
は

減
少
し
た

よ

う
で

あ
る

。

　
試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
の

場
合

、

督
撫
が

度
支
部
に

預
算
報
告
冊
を

送
っ

た
の

が
概
ね

七
〜
八
月
頃
で

あ

り
、

度
支
部
が

全
国
歳
入
歳
出
総
預
算
案
を

上

奏
し
、

内
閣
会
議
政
務
処
で

の

審
議
が
開
始
さ

れ
た

の

が
宣

統
二

年
八
月

二

十
七
日

、

内
閣
会
議
政
務
処
が

資
政
院
で
の

審
議
を

決
め

た
の

が
同

年
九

月
二

十
日

、

資
政
院
で

の

審
議
が

開
始
さ

れ
た
の

が
同

年
九
月
三

十
日

、

同

年
十
二

月
二

十
八

日

以
前
に

審
議
が

終
了
し

上
奏
さ
れ

た
。

「

清
理

財
政
章

程
」

の

中
で

は
、

内
閣
会
議
政
務
処
と

資
政
院
の

審
議
に

つ

い

て

言
及
さ
れ

て

い

な
い

こ

と
と

実
際
に
は

督
撫
の

預
算
報
告
冊
提
出
が
二

〜
三
カ

月
ほ
ど

遅
れ
た
こ

と
が

異
な
っ

て

い

る

が
、

概
ね

「

清
理

財
政
章
程
」

が

預
算
編
成

手
順
の

べ

ー

ス

に

な
っ

て

い

る

と

言
え
る

。

　
以
上

を
ま
と
め

れ
ば

、

試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
の

作
成
は

籌
備
立

憲
に

伴

う

清
理

財
政
の
一

行
程
と

し
て

計
画
さ

れ
た

も
の

で

あ
る

。

清
理

財
政
は

今

ま
で

外
銷
と
し
て

中
央
が

閧
知
し
て

こ

な
か
っ

た

地
方
財
政
の

実
情
を
明
ら

か
に

す
る

こ

と

を
目
指
し

た

と

い

う
点
で

太
平
天
国
以
降
の

攤
派
制
に

変
化

を
も
た
ら
そ

う
と

す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

次
章
で

は

国
家
図
書
館
が

所
蔵
し

て

い

る

「

全
国
歳
入
歳
出
総
預
算
案
」

を

使
用
し
て

試
辧
宣

統
三

年
預
算
案

の

分
析
を

行
い

、

清
朝
の

宣
統
年
間
に

お
け
る

財
政
配
分
の

方
針
を

明
ら
か

に

す

る
。

六

四
（

三
四

）

第
二

章
　
試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
の

分
析

　
前
章
で

考
察
し

た

通
り、

清
理
財
政
は

今
ま
で

外
銷
と
し
て

中
央
が

関
知

し
て

こ

な

か
っ

た

地
方
財
政
の

実
情
を

明
ら
か
に

す
る
こ

と

を
目
指
し
た

と

い

う

点
で

太
平
天
国
以
降
の

攤
派
制
に

変
化
を

も
た

ら
そ

う
と

す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

こ

う
し

た

地
方
財
政
の

可
視
化
を

目
指
す
動
き
と

新
聞
等
に

よ
る

預
算
案
の

公

開
は

、

各
省
の

督
撫
や
士

紳
達
が

他
省
と
の

比
較
か

ら
自
省
の

財
政
に

つ

い

て

論
じ
る

機
会
を

提
供
し
た

。

そ

こ

で

本
章
で

は
、

試
辧
宣
統

三

年
預
算
案
に

お

け
る

各
省
の

税
収
と

解
款
・

協
款
の

負
担
額
の

関
係
を

明

ら
か
に

し
、

各
省
を
比
較
す
る
こ

と

で
、

負
担
の

公
平
性
が

実
現
さ

れ
て

い

た

か

を
考
察
す
る

。

こ

こ

で

分

析
の

対
象
と

す
る
の

は
、

度
支
部
が
作
成
し

た

全
国
歳
入

歳
出
総
預
算
案
で

あ

り
、

資
政
院
で

議
決
さ

れ
る

前
の

も
の

で

あ
る

。

現
在

、

会
議
政
務
処
襠
案
は

閲
覧
で

き
な
い

た

め
、

資
政
院
で

議
決

し

た

預
算
案
の

詳
細
を
知
る
こ

と
は

困
難
で

あ
る
が

、

資
政
院
の

審
議
に

於

け
る
主
な

変
更
点
は

歳
出
の

削
減
で

あ
り

、

各
省
の

歳
入
や

省
間
の

解
協
款

負
担
額
に

は
あ
ま

り
変
更
が

見
ら

れ
な
い

た
め

、

参
考
に

供
し

得
る
も
の

で

（

17
）

あ

る
。

ま
た

資
政
院
が

議
決
し
た

預
算
案
は

必
ず
し

も
実
情
を
反
映
し
た

も

の

で
は
な

か
っ

た
と
の

指
摘
も
あ
る

。

宣

統
年
間
に

於
い

て

も
省
が
財
政
の

逼
迫
を
理

由
と
し
て

度
支
部
に
よ
る

送
金

指
示
を

守
ら
な
い

事
例
が
散
見
さ

れ
る
た
め

、

預
算
案
が

百
％
そ

の

通
り
に

実
行
さ
れ
た

と
は

言
え

な
い

が
、

清
朝
の

財
政
配
分
の

方
針
を
見
る

う
え
で

は

有
効
で

あ
る

。

　
　
　
　
　
第
一

節
　
各
省
の

税
収
と
解
款
・

協
款
の

負
担
額
の

関
係

　
表
一

は
、

試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
に
お

け
る

各
省
の

税
収
と

解
款
・

協
款
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の

負
担
額
の

関
係
を
表
し
た

も
の

で

あ

る
。

こ

れ

に
よ

れ
ば、

解
款
・

協
款

を

負
担
し
て

い

る

省
及
び
地
区
は

十
六
あ

り
、

負
担
額
が

多
い

順
に

、

四

川
・

江
寧
・

広
東

・

浙
江
・

江
西

・

江
蘇
・

山
東
・

山

西
・

湖
北
・

安
徽
・

河
南
・

湖
南
・

福
建
・

陝
西
・

吉
林
・

庫
倫
と
な
っ

て

い

る
。

中
で
も

四
川

の

八
百
九
十
一

万
千
百
十
二

両
、

江

寧
の

八

百
十
二

万
三

千
八

百
七
十
六

両
、

広
東
の

六

百
七
十
三
万
七
千
八
百
二

両
は

、

他
省
と
比
べ

て

金
額
的
に
は

特

に

多
い

と

言
え
る

。

た
だ

し
、

こ

れ
ら
の

省
及
び

地
区
の

税
収
額
は
大
き

く

異
な
っ

て

お
り

、

単
純
に
金
額
を
比
べ

る
だ

け
で

は
、

各
々

の

財
政
に
と
っ

て
、

解
款
・

協
款
が
ど
の

程

度
の

比
率
を
占
め
て

い

た

の

か

は
量

り
が
た
い

。

そ
こ

で
、

一

つ

の

目
安
と
し
て

、

税

収
に
対
す
る

解
款
・

協
款
の

割
合
を

算

出
し

た
。

こ

の

値
は

、

降
順
に

江
西
七

十
五
％

、

庫
倫
七

十
一

％
、

安
徽
六

十
四
％

、

江
蘇
六
十
一

％
、

福
建
五
十
四
％

、

浙
江
五

十
二

％
、

山
西
四

十

九
％

、

山
東
四

十
八
％

、

四

川
四
十
％

、

湖
南
三

十
七
％

、

江

寧
三

十
六
％

、

広
東
三

十
％

、

河
南
二

十
九
％

、

湖
北
二

十
七
％

、

陝
西
十
四
％

、

吉
林
一

％
と

な
っ

て

い

る
。

こ

の

結
果

、

四

川
・

江
寧
・

広
東
の

負
担
額
は

絶
対
額

と
し

て
は
か

な

り
多
い

が
、

各
々

の

財
政
に

占
め

る
比
率
は

必
ず
し

も
高
く

な
い

と

言
え

る
。

一

方
で

、

江
西
・

庫
倫
・

安
徽
・

江
蘇
の

負
担
額
は

、

絶

対
額
と
し
て

は

中
下
位
で
あ
る
が

、

各
々

の

財
政
に
占
め
る

比
率
は

か

な
り

高
く
な
っ

て

い

る
。

従
っ

て

負
担
額
が

金
額
的
に

必
ず
し

も
多
く
な
い

か
ら

と
い
っ

て

負
担
が

少
な
か

っ

た

と

は

言
え
な

い
。

　
一

方
、

部
撥
・

協
款
を
受
け

取
っ

て

い

る

省
及
び

地
区
は

十
九
あ

り
、

額

が

多
い

順
に

、

奉
天
・

直
隷
・

新
疆
・

雲
南
・

江

北
・

甘
粛
・

伊
犁
・

黒
龍

江
・

川

演
辺
務
・

察
哈
爾
・

熱
河
・

順
天
府
・

阿
爾
泰
・

広
西
・

科
布
多
・

烏
里

雅
蘇
台
・

貴
州
・

西
寧
青
海
・

帰
化
城
と
な
っ

て

い

る
。

中
で

も
、

奉

宣
統
年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負
担
（

佐
藤
）

天
の

二

百
四

十
四
万
七
千
八

十
九
両

、

直
隷
の

二

百
六
万
千
二

百
十
二

両
、

新
疆
の

百
九
十
六
万
八
千
四

百
二

十
七
両
は
金
額
的
に

特
に

多
い

と

言
え

る
。

部
撥
・

協
款
を
受
け

取
っ

て

い

る

省
及
び

地
区
の

多
く

は
税
収
が

少
な
い

が
、

奉
天
と

直
隷
は

例
外
で

あ
る

。

奉
天
の

税
収
は

千
二

百
七
十
九
万
九
千
百
四

十
九
両
で

、

直
隷
は

千
八
百
三

十
万
九
千
四

百
六

十
三

両
で
あ
り

、

こ

れ

は
、

広
東
の

二

千
二

百
五
十
万
千
四

百
七
十
四
両

、

江
寧
の

二

千
二

百
二

十
九
万

八
百
二

十
六

両
、

四

川
の

二

千
二

百
十
万
九
千
九
百
二

十
七
両
に

次
ぐ
、

四

番
目
と
五

番
目
の

数
字
で

あ
る

。

こ

れ
は

宣
統
年
間
の

清
朝
に

於
い

て

直
隷

と

奉
天
が

財
政
上
特
に

優
遇
さ
れ
て

い

た
こ

と

を

示
し
て

い

る
。

　
た
だ
し

、

注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら

な
い

の

は
、

試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
に

お
い

て

は
、

軍
政
費
が

省
預
算
冊
に

入
っ

て

い

る
こ

と

で

あ
る

。

清
朝
の

陸

軍
は

直
隷
・

江
蘇
・

広
東
・

四

川
・

奉
天
・

新
疆
等
に

重
点
的
に

配
置
さ

れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
18
）

て

お
り

、

有
事
の

際
に

は

他
省
へ

派
遣
さ
れ
る

こ

と

も
あ
っ

た
。

従
っ

て

軍

政
費
は
そ

の

効
用
が

必
ず
し

も
省
内
に

留
ま
る

も
の

で

は
な
い

た

め
、

他
省

に

駐
屯
す
る

軍
隊
の

経
費
で

あ
っ

て

も
あ
る

程
度
負
担
す
る
こ

と
は

当
然
の

こ

と
で

あ
っ

た
と

考
え
ら

れ
る

。

実
際
に

当
時
の

督
撫
に
は

、

省
内
の

行
政

費
と
解
款
・

協
款
・

賠
款
・

洋
款
・

軍
政
費
を

区
別
す
る

考
え

方
が

見
ら

れ

（
19
）

る
。

　
そ
こ

で
、

も

う
一

つ

の

指
標
と
し
て

、

各
省
の

財
政
支
出
に

占
め
る

行
政

経
費
の

割
合
を

考
え

て

み
た
い

。

こ

こ

で

い

う

行
政
経
費
は

当
時
の

督
撫
が

考
え
て

い

た

の

と

同
様
に

財
政
支
出
か

ら
公
債
費
及
び

軍
政
費
を
差
し

引
い

た

も
の

で

あ
る

。

表
二

に

よ
る

と
、

各
省
の

中
で
財
政
支
出
に

占
め

る
公

債

費
及
び

軍
政
費
の

割
合
が

最
も
高
い

の

は
、

江

西
の

七

十
三
・

九
％
で

あ

り
、

以
下
降
順
に

安
徽
の

七
十
二
・

二

％、

福
建
の

六
十
九
・
一

％
、

湖
北
の

六

六
五
（

一
三
五

）
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表二 　宣統三 年経常歳出＋ 臨時歳出

宣
統
年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負
担
（

佐
藤
）

六
七
（

二

三

七

）

支出総額
　 （a）

長沙 119887 01198870 ．0％
署別 ／省別

軍政及
公 債費（b）

a
− bb ／a

膠 海 110000 01100000 ．0％

在京各衙門 986501682334506975305G9923 ．7％ 宜 昌 36253025515810737270 ．4％
四 川 20821380105633831025799750 ．7％ 重 慶 2151261250009012658 ．1％

直隷 180595469048915901063150 ．1％ 庫倫 82185177886439721 ．6％
奉天 143027365883218841951841 ．1％ 濱江 72936 0729360 ．0％
広東 1759568410167752742793257 ．8％ 淮安 55843 0558430 ．0％
江 寧 1737486810610034676483461 ．1％ 鳳陽 51497 0514970 ．O％

吉林 86956262092538660308824 ．1％ 漢陽新関 46736 0467360 ．0％
河南 81653653716933444843245 ．5％ 帰化城 42944 432425121 ．0％

浙江 103850716124780426029159 ．0％ 太 平関 41318 0413180 ．0％
湖北 123500308510648383938268 ．9％ 殺 虎 口 37902 0379020 ．0％

黒 龍江 55228961768262375463432 ．0％ 四川経 徴 総局 33391 0333910 ．0％
湖南 79026694323377357929254 ．7％ 金陵 1580481272373081180 ．5％
雲南 了4168864002576341431054 ．0％ 張 家ロ 30了61 030 了610 ．0％
山東 62406433071477316916649 ．2％ 西寧 30458 0304580 ．0％
山西 62945493148443314610650 ．0％ 杭州 3147422867492799391 ．1％

陜西 54315402649223278231748 ．8％ 阿爾泰 160了0713341127296B3 ．0％
江蘇 71957064794039240166766 ．6％ 梧 州 9073367 呂742285974 ．8％
広西 56191683249654236951457 ．8％ 安東大東溝 22529 022529O ．0％
江海 51184143206235191217962 ．6％ 沙市 20801 902   711o ．4％
甘粛 41760322311916186411655 ．4％ 騰 越 20814 480203342 ．3％
江西 66969354949020174791573 ．9％ 蒙自 71493521651932873 ．0％
福建 50569683493931156303769 ．1％ 荊州 鈔 関 25254 74721878228 ．5％
新疆 34463791920187152619255 ．7％ 南留 21688 31491853914 ．5％
安 徽 526837038016D6146676472 ．2％ 蘇州 33695162991739648 ．4％
貴州 27091761446114126306253 ，4％ 甌海 75314584831683177 ．7％

粤海 40283922978167105022573 ．9％ 科布多 54699385451615470 ．5％
旗属 741B62 o7418620 ．O％ 荊州 府 関 15935 0159350 ．0％

川潰辺務 44640713756033 了0803884 ，1％ 烏里 雅蘇台 51984366381534670 ．5％
熱河 144275179739764535455 ．3％ 揚州 14429 o144290 ．0％
閾海 118509254615963893346 ，1％ 岳州 30324161681415653 ．3％

土薬統税経費 536000 o5360000 ．0％ 思 茅 14045 0140450 ．0％
津海秦王島 1927889149357243431777 ．5％ 武昌廠游湖関 13109 0131090 ．0％

江漢 113793972456741337263 ，7％ 伊 犁 102393610111991273798 ．8％
江北 1565795122768033811578 ，4％ 臨清 11137 0111370 ．0％

順 天 府 302489 03024890 ，0％ 鎮南 8981 4489370 ．5％
山海秦王 島 49426622103427323244 ，7％ 鞭関 8810 08810o ．o％

九江 94515067428727086371 ，3％ 嘉峪 6928 069280 ．0％
東海 39025016404622620442 ．0％ 雲南 常 関 6909 06go90 ．0％
浙海 76179156989119190074 ．8％ 綏遠城 12065 7814425164 ．8％

崇文門 186681 o1866810 ，0％ 辰州 3640 036400 ．G％
蕪湖 71335953500017835975 ．0％ 寶慶 712 o 7120 ．0％

察 哈 爾 63482847698315784575 ．1％ 沿江 巡 防隊 644554644554 0100．0％
鎮江 54798739071315727471 ，3％ 合計 3369100911556616D8
大連 134165 o1341650 ．0％

十
八
・

九
％

、

江
蘇
の

六

十
六
・

六

％
、

江
寧
の

六

十
一
・
一

％

ど
な
っ

て

い

る
。

逆
に

財
政
支
出
に

占

め
る

公
債
費
及
び

軍
政
費

の

割
ム
ロ

が

低
い

の

は
、

吉

林
の

二

十
四
・
一

％
、

黒

龍
江
の

三

十
二

％
、

奉
天

の

四

十
一
・
一

％
、

河
南

の

四

十
五
・

五
％

、

陝
西

の

四

十
八
・

八
％
と
な

っ

て

い

る
。

こ

の

結
果
に

よ

れ
ば

、

東
三

省
は

他
地
域

に

比
べ

て

財
政
支
出
に

占

め
る

公
債
費
及
び

軍
政
費

の

比

率
が

低
く

、

省
内
の

行
政
に

預
算
の

多
く
を
割

く
こ

と

が
で

き
た
と

言
え

る
。

　
他
地
域
に

比
べ

て

東
三

省
に

多
く
の

預
算
が

割
か

れ
た
の

は
、

こ

の

地
域
が

清
朝
の

発
祥
の

地
で

あ

り

且
北

京
に

近
く
軍
事
上

重
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研

究

ノ

ー

ト

要
で

あ
っ

た

こ

と

と

漢
人
の

入
植
増
大
に

伴
い

行
政
組
織
の

改
編
が

必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
）

だ
っ

た
こ

と
が

深
く
関
係
し
て

い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

光
緒
三

十
三

年
（
一

九
〇
七
）

三

月
の

東
三

省
建
省
に

伴
い

、

清
朝
は

錺
余
銀
三

百
九
万
六

千
市

平
両
分
の

財
政
支
援
を

行
っ

た

ほ
か、

同
年
五

月、

慶
親
王

奕
動
が
籌
備
立

憲
に

伴
う

各
直
省
の

官
制
改
革
の

政

策
、

即
ち

按
察
使
の

提
法
使
へ

の

改
組

、

巡
警
勧
業
道
缺
の

増
設

、

分

守
分
巡

各
道
の

廃
止、

審
判
庁
の

設
置

、

佐
治

員
の

設
置
を

上
奏
し
た

際
に

、

政
策
を

東
三

省
・

直
隷
・

江
蘇
か

ら

開
始
し

、

そ

の

後
そ

の

他
の

省
で

施
行
し

て
い

く
こ

と

が

定
め
ら
れ
た

。

こ

の

時
、

奕

動
は

東
三

省
を
優
先
す

る
理

由
と
し
て

「

根
本
重
地
」

〔
根
本
の

要
地
）

で

あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
21）

る
こ

と

と

建
省
直
後
で

措
置
が
し

や

す
い

こ

と

を

挙
げ
た

。

「

根
本
重
地
」

と

い

う
言
葉
は

、

東
三

省
を

指
し
て

し
ば

し
ば

用
い

ら
れ

る

言
葉
で

あ

り
、

徐
世
昌
の

後
に

東
三

省
総
督
と

な
っ

た

錫
良
は

、

そ
の

上

奏
文
の

中
で

、

古

く
は

祖
宗
発
祥
の

地
で

あ
り

、

近
く
は

国
家
に

密
接
に

関
わ
る
懸

念
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
22
）

が

故
に

根
本
で
あ
る

と

し
て

い

る
。

　
ま

た
一

方
で

、

解
協
款
の

税
収
に

占
め

る

割
合
が

比

較
的
低
か
っ

た

湖

北
・

江
寧
・

広
東
の

財
政
支
出
に
占
め
る

行
政
経
費
の

割
合
は

、

各
々

六

十

八
・

九
％

、

六
十
一
・
一

％
、

五
十
七
・

八
％
と

な
っ

て

い

る
。

こ

の

数
字

は
、

こ

れ
ら
の

省
で

は

財
政
支
出
の

多
く
を

軍
政
費
及
び

公
債
費
に
あ
て

な

く
て

は
な

ら

ず
、

省
内
の

行
政
に
使
え
る

預
算
は

必
ず
し

も
多
く
は
な
か
っ

た

こ

と

を
示
し
て

い

る
。

　
以
上
の

こ

と

を
ま
と
め

れ
ば

、

試

辧
宣
統
三

年
預
算
案
の

財
政
配
分
の

特

徴
は
、

多
く
の

軍
隊
が

配
置
さ

れ
て

い

る

直
隷
・

江

蘇
・

広
東
・

四
川
・

新

疆
と

根
本
重
地
で

あ
る

東
三

省
に

対
す
る

傾
斜
配
分
で

あ

り
、

各
省
の

財
政

負
担
額
は

必
ず
し
も

各
省
の

税
収
額
に

応
じ
て

累
進
的
に

決
め
ら

れ
て

い

た

六
八
（

二

三

八

）

わ
け
で

は
な
い

と

言
え
る

。

　
　
　
　
　
第
二

節
　
宣
統
年
間
の

解
協
款
の

執
行
状
況

　
清
朝
の

解
協

制
度
は

、

太
平
天
国
以
降

、

戸
部
が

各
省
に
一

定
額
の

解

款
・

協
款
を

割
り

当
て

る

と
い

う
方
式
で

運
用
さ

れ
て

き
た
が

、

先
に

言
及

七
た

通
り

、

戸
部
の

指
示
が
必

ず
し

も

百
％

実
行
さ
れ
た

わ
け
で

は

な

い
。

し
た

が
っ

て

試
辧
宣

統
三

年
預
算
案
の

各
省
の

財
政
に

与
え

る

影
響
を

考
え

る
と

き
、

そ

の

執
行
状
況
を
知

る
必
要
が

あ
る

。

試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
の

決
算
書
は

今
の

と
こ

ろ
存
在
を

確
認
で

き

て

い

な
い

が
、

宣
統
二

年
の

協
款

の

執
行
状
況
に

つ

い

て

は
、

部
分
的
に

関
係
の

資
料
が

残
っ

て

い

る
た

め
、

本
節
で

は

度
支
部
の

送
金
指
示
が

ど
の

程
度
執
行
さ

れ
て

い

た
の

か
を

検
証

す
る

こ

と
に

す
る

。

　
以
下
に

い

く
つ

か
の

事
例
を

挙
げ
て

、

検
証
を
行
う

。

ま

ず
東
三

省
を
取

り
上

げ
る

。

宣
統
三

年
三

月
十
二

日

の

東
三

省
総
督
錫
良
の

上

奏
文
に

よ

れ

ば
、

宣
統
二

年
の

奉
天
。

黒

龍
江

蘇
葎
餉
銀
は

四
＋
万
三

千
両
で

あ

り
、

内
欠
解
が

十
八
万

千
二

百
両
で

あ
っ

た
。

こ

の

事
例
に

よ
れ

ば
、

部
撥
俸
餉

銀
の

達
成
率
は、

約
五
十
五
％
で

あ
る

。

　
次
に

甘
新
軍
餉
に

つ

い

て
、

検
証
す
る

。

宣
統
三

年
二

月
二

十
四
日
の

陝

甘
総
督
長
庚
の

上

奏
文
に

よ
る

と
、

宣

統
二

年
の

甘
新
軍
餉
の

達
成
率
は

各

省
に

よ
っ

て

ま
ち
ま

ち
で

あ

り
、

陝
西
・

江

蘇
・

安
徽
・

両
淮
運

司
は

百
％

、

四

川
は
八

十
％

、

山
西
河
東
道

は
八

十
％
未
満

、

河
南
は

七
十
％

未
満

、

閠

海
関
は
六

十
％
未
満

、

江
西
は

五
十
％

未
満

、

湖
北
は

四
十
％

未
満

、

湖
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
24
）

は
三

十
％

、

山
西
は
二

十
％

未
満
で

、

全
体
で

は
六

十
％

未
満
で

あ
っ

た
。

　
こ

の

二

つ

の

事
例
に

よ
れ
ば

、

宣
統
二

年
の

協
餉
の

達
成
率
は

約
五
十
〜

⊥
ハ

十
％
で

あ
っ

た
と

言
え
る

。

光
緒
年
間
の

京
餉
の

達
成
率
は

約
六
十
〜
七
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十
％
で

あ
っ

た
こ

と
と

比
べ

れ
ば
や

や

低
い

が
、

京
餉
は

協
餉
に

比
べ

て

重

視
さ
れ

る
傾
向
に

あ
る
た

め
、

概
ね

信
用
に

足
る

数
字
で

あ
る
と

考
え

ら
れ

る
。

　

ま
た

試
辮
宣
統
三

年
預
算
案
は

資
政
院
の

審
議
に

於
い

て

歳
出
が

三

億
七

千
六
百
三

十
五

万
五
千
六
百
五

十
七
両
か

ら
二

億
九
千
八
百
四

十
四
万
八
千

三

百
六
十
五

両
へ

と
七

千
七
百
九
十
万
七
千
二

百
九
十
二

両
の

減
額
が

行
わ

れ
た
た

め
に

、

各
省
は

歳
出
削
減
努
力
を
強
い

ら

れ
る
こ

と

に
な
っ

た

が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
25）

そ
の

達
成
状
況
を

知
り

得
る

史
料
も
い

く
つ

か

存
在
す
る

。

　

例
え

ば
、

直
隷
総
督
陳
肇
龍
の

上
奏
に

よ

れ
ば

、

資
政
院
が
直
隷
省
に

削

減
を
要
求
し
た

八

十
七
万
千
八

十
両
に

対
し

て

塩
務
衙
門
の

商
捐
商
用
各
款

か
ら
二

十
四

万
三

千
八
百
二

十
二

両
を
補
填
し

、

残
り
の

六
十
二

万

七
千
二

百
両
の

内
、

四
十
二

万
千
六

百
八

十
両
の

削
減
を
受
諾
し

、

実
際
に

削
減
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

26）

き
た
の

は
三

十
一

万
五

千
六

百
八

十
両
で

あ
っ

た
。

こ

れ
に

よ

れ
ば

、

直
隷

省
は

資
政
院
の

歳
出
削
減
要
求
を
五

十
・

三

％
達
成
す
る

こ

と
が
で

き
た
と

言
え
る

。

た

だ
し

、

直
隷
省
の

歳
出
総
額
は

千
八

百
五

万
九
千
五

百
四
十
六

両
で

あ

り
、

そ

れ
に

比

し
て

資
政
院
の

歳
出
削
減
要
求
の

六
十
二

万
七
千
二

百
両
は

全
体
の

三
・

五

％
で

あ
る

。

　
次
に

安
徽
省
を
例
に

挙
げ
る

。

安
徽
巡
撫
朱
家
寶
の

上

奏
に

よ

れ
ば

、

資

政
院
が

削
減
を

要
求
し
た

八

十
九
万
三

千
五
百
両
の

内
、

公
費
幕
僚
の

給
与

及
び

防
営
費
の

削
減
分
を
除
い

た

削
減
分
は

七
十
万
九
千
両
で
あ

り
、

安
徽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
27）

省
が

削
減
を
承
諾
し
た
の

は
、

四
十
四

万
五
千
両
で

あ
っ

た
。

仮
に

安
徽
省

が
こ

の

通
り
に

実
行
で

き
た
と
す

る
と

、

資
政
院
の

要
求
に

対
し
て

、

六
十

二
・

八
％

削
減
し
た

こ

と

に
な
る

。

た
だ
し

、

安
徽
省
の

歳
出
総
額
は

五
百

二

十
六
万
八
千
三

百
七
十
両
で

あ

り
、

そ

れ
に

比
し
て

資
政
院
の

歳
出
削
減

宣
統
年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負
担
（

佐
藤
）

要
求
の

七
十
万
九
千
両
は
全

体
の

十
三
・

五

％
で

あ
る

。

　
ま
た

、

江
西
巡
撫
馮
汝
験
の

上
奏
に

よ
れ

ば
、

資
政
院
は

江
西
省
に

対
し

て
、

三

十
四
万
両
の

歳
入

増
加
と
五

十
九
万

両
の

歳
出
削
減
を

要
求
し

、

歳

入
増
加
は

百
％
要
求
を
承
諾
す
る
こ

と

に

し
、

歳
出
削
減
は

九
十
％

達
成
で

　
　
　
（

28）

き
た

と
あ
る

。

た

だ
し

、

江

西
省
の

歳
入
総
額
と

歳
出
総
額
は
そ

れ
ぞ

れ
七

百
二

万
九
千
二

百
七

十
四
両

、

六

百
六

十
九
万
六

千
九
百
三

十
五

両
で

あ
り

、

そ

れ
ぞ

れ
全

体
の

四
・

八
％

、

八
・

八
％
で

あ
る

。

　
以
上

を
ま
と
め

れ
ば

、

宣
統
年
間
に

於
い

て

各
省
は

度
支
部
或
い

は

資
政

院
の

指
示
を

凡
そ

五
十
〜
六
十
％

は
達
成
し

て

い

た

と
考
え
ら

れ
る

。

た
だ

し
、

宣
統
三

年
の

資
政
院
の

歳
出
削
減
要
求
は

、

各
省
の

財
政
全
体
か

ら

見

れ
ば
十
％
ほ

ど
で

あ
り
、

こ

れ
は

各
省
に

よ

り

作
成
さ

れ
た

預
算
案
原
冊
が

試
辧
宣

統
三

年
預
算
案
の

べ

ー

ス

に

な
っ

て

い

た

か
ら
だ

と

考
え

ら
れ

る
。

第
三

章
　
各
省
の

預
算
に

対
す
る

不

満

　

試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
は

第
一

章
で

述
べ

た

通
り

、

各
省
の

清
理
財
政
局

が

全
省
預
算
報
告
冊
を
つ

く

り
、

督
撫
に

上
呈
し

た

後
、

督
撫
が
そ

れ
を
度

支
部
に

送
り

、

度
支
部
が

と

り
ま
と
め

て
、

資
政
院
で

審
議
し
た

も
の

で

あ

り
丶

督
撫
や

諮
議
局
の

意
向
が

十
分
に

反
映
さ

れ
た
も
の

と

は

言
え

な
か
っ

た
。

そ

こ

で
、

本
節
で

は

試
辮
宣
統
三

年
預
算
案
に

対
す
る

各
省
の

不
満
の

代
表
的
な
も
の

と

し
て

、

各
省
の

督
撫
の

財
政
配
分
に

対
す

る
不
満
と

預
算

の

削
減
に

対
す
る

不
満
及
び

諮
議
局
の

歳
入
を

審
議
で
き
な
い

こ

と
へ

の

不

満
に

つ

い

て

論
じ
る

こ

と
に

す
る

。

　
　
　
　
　
第
一

節
　
財
政
配
分
に

対
す
る

不
満

　
試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
の

財
政

配
分
に

対
す
る

不
満
は

、

財
政
負
担
が
大

六

九
（

一
三
九

）
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研

究

ノ

ー

ト

き
か
っ

た

省
を
中
心
に

い

く
つ

か
見
ら

れ
る

。

こ

こ

で

い

う
財
政
負
担
が

大

き
か
っ

た

省
と

い

う
の

は
、

歳
入
に

占
め

る

外
債
・

賠
償
金
・

協
解
款
負
担

率
が

高
い

省
の

こ

と
で

あ

り
、

前
章
で

挙
げ
た

江
西
・

安
徽
と
い

っ

た

省
の

こ

と

を
指
す

。

以

下
で

そ
れ

ら
の

省
の

巡
撫
の

上

奏
文
を
見
て

い

く
。

　
例
え
ば

宣
統
三

年
六
月
十
二

日

に

江
西
巡

撫
馮
汝
験
は

、

預
算
案
原
冊
に

基
づ

い

た

清
単
を

根
拠
と
し

て

各
省
の

歳
入
と

外
債
・

賠
償
金
・

解
協
款
負

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

29）

担
率
の

不
均
衡
を

指
摘
し
た

。

以
下
で

そ
の

上
奏
文
の
一

部
を
抜
粋
す
る

。

　
「

全
国
の

財
政
配
分
が

平
等
で

あ
る

こ

と

を

以
て

預
算
決
算
の

基
礎
を
固

　
め
る
こ

と
を

要
請
す
る

。

各
省
の

歳
出
歳
入
を

以
て

外
債
・

賠
償
金
・

解

　

協
款
の

負
担
額
を

相
互
に

比
較
す
る
と

、

多
い

も
の

で

も
十
分
の

五
を

過

　
ぎ
ず

、

少
な
い

も
の

は

十
分
の

三
に

及
ぱ

ず
、

最
も
少
な

い

も
の

で

は

十

　

分
の

二

に

及
ば

な
い

。

今
江
西
省
だ

け
が

十
分
の

八
を
占
め

、

そ

の

行
政

　

経
費
が
一

倍
で

あ
る

者
、

十
分
の

五
亠

ハ

、

十
分
の

三

四
で

あ
る

者
と

比
べ

　
て

も
江

西
省
の

負
担
だ

け
が

重
い

。

」

馮
汝
験
が

作
成
し
た

清
単
は

部
撥
・

受
協
各
款
を
考
慮
に

入
れ
て

い

な
い

た

め
、

前
掲
の

表
［

と

数
値
が

異
な
っ

て

い

る
が

、

こ

の

上
奏
文
及
び

清
単
か

ら

彼
が
歳
入
の

額
に

応
じ

て

累
進
的
に

外
債
・

賠
償
金
・

解
協
款
を

負
担
す

る
べ

き
だ
と
い

う
観
点
を

持
っ

て

い

た

こ

と
が

わ
か

る
。

し
か

し
な
が

ら
、

こ

の

よ

う
な

彼
の

主
張
は

、

内
閣
の

受
け

入
れ
る
と
こ

ろ
と
は

な
ら
な

か
っ

た
。

以
下
に

内
閣
の

覆
摺
を

載
せ

る
。

　
「

以
前
度
支
部
が

決
定
し
た

該
省
宣
統
三

年
預
算
案
は

歳
入
七
百
四

十
三

　

万
両
余

、

歳
出
七
百
九
十
一

万
両
余

、

四
十
八

万
両
余
の

赤
字
で

あ
る

。

　

歳
出
の

う
ち

、

外
債
・

賠
償
金
及
び

解
協
各
款
は

合
計
五

百
三

十
二

万

両

　

余
で

、

総
額
の

十
分
の

七

を
占
め、

該
巡
撫
は

遂
に

負
担
が

過
重
で

あ

る

七
〇
（

二
四

〇

）

　
こ

と

を
以
て

分
配
が

不
平
等
で

あ

る
こ

と

を
疑
っ

た
。

原
単
の

内
容
は

知

　
ら
な
い

が
、

歳
入
と

比
例
さ
せ

る

と

不
足
す
る
こ

と
を

免
れ
な

い
。

実
際

　
江
蘇
・

浙
江
・

四
川
・

広
東
等
は

多
い

者
で
一

千
万
余

、

少
な
い

者
で

も

　
六

七
百
万
で

あ

り
、

江
西
省
と

比
べ

て

も
金
額
が
さ
ら

に

多
い

。

近
頃
は

　
残
高
も
少
な

く
、

行
政
費
の

支
出
は

多
く

、

省
の

赤
字
は

年
々

増
加
し
て

　
お

り
、

各
督
撫
は

外
債
の

截
留
や

協
餉
の

停
止

或
い

は

減
額
を

求
め
て

　
続
々

と

公
文
や

電
報
を
寄
せ

て

き
て

い

る
。

私
た

ち
は
ま
た

地
方
官
の

困

　
難
を
よ

く
知
っ

て

お

り
、

大
局
に

関
わ
る
の

で

軽
々

し

く
改
撥

（

あ

る

省

　
へ

の

指
示
は

実
現
の

見

こ

み

が

な
い

の

で、

そ

の

額

を
別
の

省
に

ふ

り

か

え

る

こ

　
と

）

を

言
う
こ

と

は
で

き
な
い

。

」

こ

の

上

奏
に

よ

れ
ば

、

内
閣
は

江
蘇
・

浙
江
・

四

川
・

広
東
等
の

外
債
・

賠

償
金
及
び

解
協
款
の

負
担
額
が

江
西
省
よ

り
も

多
い

こ

と

や

各
省
の

財
政
が

一

様
に

苦
し

く
、

外
債
の

截
留
や

協
餉
の

停
止

或
い

は

減
額
を
求
め

る

省
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

30）

多
い

こ

と
を

理
由
に

修
正
を

拒
否
し
た
の

で

あ
る

。

そ
の

際
の

内
閣
の

覆
摺

は

『

民
立

報
』

に

も
掲
載
さ

れ
て

い

る
た

め
、

知
識
人
は
こ

の

や
り
と

り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

知
り
得
る
立

場
に

あ
っ

た
。

　
ま
た

江
西
省
と

同
様
に

税
収
に

比
し

て

解
協
款
の

額
が

多
い

安
徽
省
の

巡

撫
朱
家
寶
は

、

宣
統
三

年
四
月
二

十
五

日
の

上
奏
文
で

京
餉
・

協
餉
と

新
旧

鑷…
の

負
担
が

大
き
く

、

自
省
の

行
政
経
費
が

不
足
し
て

い

る
。

と

奎
張

し
た

。

　
「

思
う
に

安
黴
省
全
省
の

歳
入
及
び

部
が

命
じ
て

増
額
さ

せ
た

各
款
の

合

　

計
は
五

百
万
両
に

過
ぎ
ず

、

京
協
各
款
の

年
合
計
は

三
百
二

十
万
余

、

新

　
旧

各
軍
餉
は

百
四
十
万
余

、

合
計
で

四
百
六

十
万
両
余
に

達
し

、

本
省
の

　

行
政
経
費
に

で

き
る

も
の

は

幾
ば
く
も
な

い
。

故
に

各
官
公
費
・

署
局
員
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の

給
与
手
当
及
び

交
渉
・

典
礼

・

教
育
・

司
法
・

民
政
・

実
業
並
び

簿
備

　
各
費
は

以
前
か
ら

他
省
に

倣
っ

て

倹
約
し

、

近
年
又
統
廃
合
し

た

局
所
の

　
公
費

、

奏
定
し
た

削
減
人
員
の

給
与
及
び
一

切
の

行
政
経
費
を
再
三

削
減

　
整

理
し

、

既
に

余
力
は
な

く
、

削
減
の

余
地
が

な
い

。

」

ま
た

朱
家
寶
は
宣

統
元
年
十
月
二

十
二

日
の

上
奏
文
で

財
政
の

窮
乏
に

よ

り

協
餉
の

送
金
停
止
を

求
め

た

際
に

、

協
餉
で

他
省
を
援
助
す
る

こ

と
よ

り
も

自
省
の

財
政
の

健
全
性
を

優
先
す
べ

き
で

あ

る
と
い

う
考
え

を
示
し

禰

　
ま
た

協
餉
を
受
け
取
る

省
の

側
か
ら

も
傾
斜
的
な
配
分
に

よ

り
受
協
額
が

省
ご

と
に

異
な
っ

て

い

る
こ

と

に

対
す
る

不
満
が

で
る

こ

と
が
あ
っ

た
。

広

西
巡
撫
沈
秉
埜
は

、

宣
統
三

年
五

月
六
日
の

上
奏
文
で

以

下
の

よ

う
に

述
べ

　
（

34
）

て

い

る
。

　
「

広
西
は

匪
賊
が

多
い

地
区
で

あ

り
、

軍
事
費
は

従

来
力
を

合
わ
せ

て

調

　
達
し
、

他
省
は

援
用
し
て

前
例
と
し

な
い

。

近
年
雲
南
の

軍
事
費
は

部
の

　
指
撥
（

財
源
を

指
定
す
る

こ

と
）

し
た

額
が

百
数
十
万
両
に

達
し

て

い

る
。

　
雲
南
と

広
西
は

辺
境
の

要
で

あ

り
、

事
情
も

同
じ
で

あ

り
、

朝
廷
は

断
じ

　
て

差
別
す
べ

き
で

は
な
い

。

私
は

辺
境
で

奉
職
し

、

情
勢
を
見
る
に

財
源

　
が

不
足
し
支
え

難
い

。

昨
年
十
二

月
二

十
八
日

の

諭
旨
に

遵
い
、

預
算
が

　
不
足
し

て
い

る

理
由
を

申
し

上

げ
、

併
せ

て

広
西
省
は

事
態
が

切
迫
し

て

　
お
り

、

他
省
と

情
況
が

異
な
っ

て

い

る
こ

と

を
率
直
に

申
し

上
げ

、

皇
帝

　
の

恩

情
を
仰
ぎ

、

広
西
が

負
担
す
べ

き
外
債
費
は
以

前
の

通
り
截
留
し

海

　
軍
経
費
は

併
せ

て

改
撥
し
て

以
て

軍
需
に

充
て

辺
境
を

固
め

る
こ

と
は

、

　
広
西
に

と
っ

て

も
、

大
局
に

と
っ

て

も
大
変
良
い

こ

と
で

あ
る

。

」

沈
秉
塑
は

、

雲
南
省
が

度
支
部
か

ら

軍
事
費
と
し

て

百

数
十
万
両
の

補
助
金

を
受
け
取

っ

て

い

る
こ

と

を
引
き

合
い

に

出
し

、

軍
事
費
の

不
足
を
理

由
と

　
　
　
　

宣
統
年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負
担
（

佐
藤
）

し
て

外
債
費
の

截
留
と

海
軍
経
費
の

改
撥
を

要
請
し
た

。

上
奏
文
に

よ
る

と
、

広
西
省
は

従
来
受
協
の

省
で

は

な
い

こ

と

に

な
っ

て

い

る

が
、

表
一

に

よ

れ

ば
、

少
な

く
と

も
宣

統
三

年
は

受
協
の

省
で

あ

る
。

解
協
制
度
で
は

、

受
協

の

省
で

あ
っ

て
も

、

他
省
へ

送
金
す
る
こ

と
が

あ
り

、

こ

こ

で

い

う
受
協
の

省
と

は
、

他
省
へ

の

送
金
と

他
省
か

ら
の

送
金
の

差
し

引
き

が
プ

ラ

ス

に

な
っ

て

い

る
と
い

う

意
味
で

あ

る
。

ま
た

こ

の

事
例
は

当
時
の

督
撫
が

自
省

以
外
の

各
省
に

対
す
る

預
算
配
分
を

概
ね
知
っ

て
お

り
、

不
公
平
感
を

持
っ

て

い

た
こ

と

を

示
し
て

い

る
。

解
款
や
協
款
の

割
り

当
て

の

大
部
分
は

前
年

か

ら
の

継
続
で
定
額
で

あ
っ

た

が
、

必
要
に

応
じ
て

度
支
部
に

よ
り
増
減
が

行
わ
れ
る
こ

と
も
あ
っ

た
。

　
以
上
を

ま
と
め
れ
ば

、

傾
斜
配
分
の

恩
恵
を

受
け
ら

れ
な
か
っ

た

省
の

巡

撫
の

間
で

財
政
配
分
に

対
す
る

不
満
が

少
な
か

ら
ず

見
ら

れ
た
こ

と
が
わ
か

る
。

し
か

し
、

試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
に

対
す

る

不
満
は

、

財
政
配
分
に

対

す
る
も
の

だ

け
で

は
な

い
。

以
下
の

項
で

他
に

ど
の

よ

う
な

不
満
が

存
在
し

た

か
に

つ

い

て
も
見
て

い

く
。

　
　
　
　
　
第
二

節
　
預
算
の

削
減
に

対
す
る

不
満

　
試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
は

、

資
政
院
の

審
議
に
よ
り

、

歳
出
が
大
幅
に

削

減
さ
れ
た
た

め
に

、

多
く
の

督
撫
か
ら

不
満
が

寄
せ

ら

れ
た

。

預
算
案
変
更

の

影
響
に

つ

い

て

宣

統
三

年
正

月
十
七
日
の

『

申
報
』

に

は
以

下
の

よ
う
な

　
　
　
（

35
）

記
事
が
あ

る
。

　
「

地
方
の

督
撫
が

預
算
に

反
対
す
る

こ

と

は
、

京
師
各
衙
門
よ

り
も
甚
だ

　
し
い

。

預
算
案
を

審
議
し
て

い

る

時
、

既
に

続
々

と

電
報
で

反
対
を

表
明

　
し

、

後
に

諭
旨
を

見
て

、

思
い

も
か

け
ず

喜
び

、

近

頃
は

奏
稿
を

準
備
し

　
て

、

各
省
の

経
費
が

い

か
に

困
難
で

、

削
減
が
い

か
に

不
可
能
で

あ
る
か

七
一
（

二

空
）
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研

究

ノ

ー

ト

　
を

力
説
し
て

、

耳
目
を

集
め

て

い

る
。

そ

の

最
も
反
対
し

て

い

る
こ

と
は

　
防
営
を
廃
止
す
る
こ

と
で

あ
る

。

近
頃
李
経
羲
等
の

電
報
が

続
々

と

来
て

　
お

り
、

将
来
陸
軍
部
と

連
署
し
て

具
奏
す
る

結
果
は

分
か
り
き
っ

て

い

　
る

。

」

こ

の

記
事
に

よ

れ
ば

、

李
経
羲
を

中
心
と

す
る

多
く
の

督
撫
が

防
営
の

廃
止

に

よ
っ

て

支
出
を
削
減
す
る
こ

と
に

対
し
て

反
発
し
て

い

た
こ

と

が
わ
か
る

。

防
営
は

巡
防
営
の

事
で

十
九
世
紀
後
半
に

緑
営
・

勇
営
の

優
秀
な

人
材
を

選

抜
す

る

形
で、

治
安
維
持
を

目
的
に

作
ら
れ

た

も
の

で
、

洋
式
の

装
備
を

持
っ

て

い

た
。

『

民
国
財
政
史
』

に

よ

れ
ば

、

防
営
費
は

資
政
院
の

審
議
に

よ
り

、

千
八

百
六
十
二

万
二

千
百
四

十
三

両
か

ら

九
百
三

十
一

万
五

百
七

十

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　
（
36）

一

両
へ

と

半
減
し
て

お
り

、

影
響
は

大
き
か

っ

た
と

考
え
ら

れ
る

。

　
ま
た

資
政
院
の

決
議
が

防
営
費
や

行
政
費
を
削
減
す
る
こ

と

及
び
そ

の

際

に

外
省
と
の

協
議
が

十
分
に

行
わ
れ
な
い

こ

と

に

対
す
る

不
満
は

、

宣
統
三

年
正

月
二

十
九
日
の

「

申
報
』

「

破

壊
預
算
案
者
紛
紛
而
起
」

に

も
同
様
に

　
　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

37）

見
ら
れ
る

。

以
下
に

そ

の
一

部
を
抜
粋
す
る

。

　
「

広
東
省
預
算
原
案
の
一

切
の

行
政
経
費
は

も
と
よ

り

極
力
節
減
し
て

お

　
り

、

支
出
は

大
い

に

不
足
し

て
い

る
。

実
際
削
減
す
べ

き

も
の

は

な

い
。

　
現
在
行
政
系
統
は

未
分
化
で

、

租
税
の

等
級
は

未
定
で

あ

り
、

籌
備
立

憲

　
を
早
め

る
に
あ
た
っ

て
、

一

切
の

理

財
行
政
は

督
撫
に

責
任
を
負
わ
せ

る
。

　
も
し
や

る
べ

き

事
項

、

必
要
な

経
費
が

厳
し

く

束
縛
さ

れ

任
意
に

削
減
さ

　
れ
れ
ば

、

才
智
に

た

け
て

い

る
と

は
い

え
、

何
を

以
て

計
と

な
す
の

か
。

　
資
政
院
が

削
減
し

た

款
目
は

ま
だ

そ

の

詳
細
を
知
ら
な
い

が
、

外
省
と

協

　
議
せ

ず
、

そ

の

中
に

は

必
ず

差
し

さ
わ
り
が

多
い

だ
ろ

う
。

も
し
に

わ

か

　
に

こ

れ
に

基
づ

い

て

預
算
案
を
定
め

る
な
ら

ば
、

将
来
ひ
と
た

び

外
省
に

七
二
（

二

四

二

）

　

宣
布
し

、

案
の

通
り
行
え
ば

、

一

切
の

政
務
は

皆
ゆ
る

が
せ
に

な

り
、

必

　

ず

大
局
を

誤
る

。

」

　
こ

れ
は

、

両
広
総
督
張
鳴
岐
が

会
議
政

務
処
に

送
っ

た

電
報
の

引

用
で

あ

り
、

こ

の

中
で

張
鳴
岐
は

資
政
院
が

外
省
と

協
議
す
る

こ

と
な

く
預
算
削
減

を

し
、

籌
備
立
憲
を
は
じ

め
と
し
た

行
政
が

行
き

詰
る

こ

と
を

懸
念
し
て

い

る
。

　

以
上
を
ま

と
め

れ
ば

、

各
省
の

督
撫
は

防
営
費
の

削
減
に

よ

り
治
安
の

維

持
が

難
し

く
な
る

こ

と

に

対
し
て

、

大
き
な

不
満
を

抱
い

て

い

た

こ

と
が

わ

か

る
。

ま
た

各
省
が

作
成
し
た

預
算
案
が

省
と
の

十
分
な

協
議
な
し
に

変
更

さ

れ
、

行
政
経
費
の

不
足
に
よ

り
、

政
務
が

行
き

詰
る

こ

と
に

対
し
て

懸
念

を

抱
い

て

い

た

こ

と
が

わ

か
る

。

　

　
　
　
　
第
三

節
　
諮
議
局
で

歳
入
を

審
議
で

き
な

い

こ

と
へ

の

不
満

　

試
辮
宣

統
三
年
預
算
案
で

は

歳
出
に
つ

い

て

は

国
家
と

地
方
の

区
別
は

あ
っ

た

も
の

の
、

歳
入
に

つ

い

て

は
、

国

家
と

地

方
の

区
別
が

な
く

、

諮
議

局
に

歳
入

冊
が
送
ら

れ
て

来
な
か
っ

た
。

そ

の

た
め

、

諮
議
局
で

預
算
案
の

審
議
が

始

ま
っ

た

宣
統
二

年
（

一

九
一

〇
）

九
月
以

降
、

歳
入
の

裏
付
け
が

な
い

ま
ま
に

、

地
方
行
政
費
を

審
議
す
る
こ

と
に

対
す
る

不
満
が

噴
出
す
る

こ

と
に

な
っ

た
。

同
年
十
月
四
日

の

『

申
報
』

の

「

各
諮
議
局
聯
商
力
争
預

算
冊
紀
要
」

に
は

以
下
の

よ

う
な
記

載
が
あ

る
。

　
「

各
省
預
算
冊
は

既
に

督
撫
に

よ

り
諮
議
局
に

送
り
決
議
す

る
こ

と

に

　
な
っ

た
。

部
の

指
示
に

従
い

歳
入
冊
を
送
ら
な
い

の

で
、

各
地
方
行
政
経

　

費
は

決
議
し
よ

う
が

な
い

。

湖
北
諮
議
局
は

近
頃
福
建
・

四
川
の

二

局
の

　

来
電
を
受
け

、

協
力
し
て

交
渉
し
一

致
し
て

進
め

る
よ

う
に

し
た

。

　

福
建
諮
議

局
の

来
電
一
（

省
略）

湖

北
省
の

地
方
預
算
と

全
冊
は

既
に

諮
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議
局
に

送
ら
れ
た

が
、

地
方
預
算
に

歳
入
が
あ

る
か

、

い

わ
ゆ
る

全
冊
は

参
考
に

す

る
だ

け
で

議
決
の

範
囲
で

な
い

か
は

分
か
ら
な
い

。

地
方
に

歳

出
が

あ
っ

て

歳
入
が
な
い

の

は
、

諮
議
局
に

送
ら
れ
た

預
算
が

不
完
全
だ

と
い

う
こ

と
だ

。

全
冊
中
の

総
歳
入
は

こ

れ
と

は

関
係
な

く
、

当
局
は

資

政
院
に

申
し
立
て

た
。

度
支
部
の

電
報
で

『

今
年
は

地

方
税
を

区
分
す
る

　
こ

と
が
で

き
な
い

。

』

と

言
っ

て

お

り
、

総
督
は

諮
議
局
に

『

地
方
税
と

地

方
歳
入
は

別
の

こ

と
で

あ

り
、

た

と
え

地
方
税
を

今
年
区
分
し
な

く
て

も
、

地

方
行
政
は

ど

の

費
目
を
ど
の

く
ら
い

使
う
か

を
あ
ら
か

じ
め

定
め

　
る

べ

き

で
、

そ

う
で

な
い

と
、

歳
入
も

亦
議
決
し
よ

う
が
な
い

の

で
、

資

政
院
に

電
信
で

申
し

立
て

る
。

』

と

言
っ

て

き
た

。

そ

こ

で

部
に

咨
文
を

送
り
交
渉
し

、

総
督
に

章
程
に

照
ら
し
て

地
方
歳
出
冊
を

送
る
よ

う
に

電

信
で

た

の

ん
だ

。

資
政
院
は

未
だ

返
信
せ

ず
、

総
督
は

部
に

電
信
す
る

も

　
ま
た

返
信
が
な

く
、

既
に

審
議
を
止
め

解
散
を
待
っ

て

い

る
。

貴
局
は

同

　
調
す
る
か

。

こ

の

こ

と

を

争
わ

な
け

れ
ば

、

一

切
が

駄
目
に
な
る

だ

ろ

う
。

貴
局
が

頼
む

と
こ

ろ

は
討
論
で

あ

り
議
決
で

は

な
い

。

さ

ら
に
一

歩
進

む

　
べ

き
で

あ
る

。

　
四
川

諮
議
局
来
電
”

湖
北
諮
議
局
御
中

。

地
方
歳
出
冊
は
既
に

交
付
さ

れ
、

　
全
冊
も
既
に

交
付
が

許
さ

れ
た

。

た

だ

未
だ

に

地
方
歳
入
は

含
ま

れ
て

お

　
ら
ず

、

既
に

資
政
院
に

電
報
で

対
処
す
る

よ

う
に

要
請
し
た

。

現
在
は

別

　
の

案
件
を

審
議
し
て

解
決
を

待
っ

て

い

る
。

こ

の

後
の

対
処
を
ど

う
す
る

　
か
は

電
報
で

知
ら
せ
一

致
し
て

進
め
ま

し
ょ

う
。

」

　
こ

の

記
事
に

よ

る
と

、

福
建
省
の

諮
議
局
は

、

歳
入
が

議
決
で

き

な
い

地

方
預
算
は

不
完
全
な

も
の

だ
と

主
張
し

、

歳
入
よ

り

先
に

地
方
歳
出
を

審
議

す
べ

き
と
い

う
総
督
の

主
張
と

対
立
し
て

い

た
こ

と
が
わ

か
る

。

ま

た

福
建

宣
統
年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負
担
（

佐
藤
）

省
・

四
川

省
の

諮
議
局
は
と

も
に

電
報
に
よ

り
湖
北
省
諮
議
局
に

協
力
し

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
38）

資
政
院
と

交
渉
す
る

こ

と

を
打
診
し
た

こ

と
が

わ
か
る

。

　
宣
統
二

年
十
月
十
八
日

の

『

申
報
』

「

資
政
院
致
各
省
諮
議
局
電
（
為
預
算

案
歳
入

事
）

」

に
よ
れ

ば
、

こ

う
し
た

各
省
諮
議
局
の

抗
議
に

対
す
る

資
政
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
39）

の

回

答
は

以

下
の

通
り
で

あ
っ

た
。

　
「

（

一
）

各
省
諮
議
局
は

歳
入

を
議
決
す
る

こ

と

を
要
求
し
て

い

る
。

思

う

　
に

現
在
は

国
家
税
・

地
方
税
が
ま
だ

分
化
し
て

お
ら

ず
、

歳
入
全
冊
は

既

　
に

資
政
院
で

決
議
し
て

お
り

、

別
に

諮
議
局
の

審
議
に

付
す
こ

と
は
で

き

　
な
い

。

　
（

一
）

各
省
は

預
算
に

於
い

て

歳
入
を

議
決
せ

ず
、

歳
出
を
議
決
す
る

時
、

　
国
家
財
政
の

過

不
足
を

問
わ

な
い

こ

と

は

可
能
な
の

か
と

質
問
し
て

い

る
。

　
思
う
に

全
国
預
算
は
五

千
万
両
余
り
も
の

不
足
が
あ

る
が

、

本
院
が

現
在

　
歳
出
削
減
し
て

補
填
す
る

こ

と

を
審
議
し
て

い

る
。

各
省
の

本
年
預
算
歳

　
入
は

未
分
化
で

あ
り

、

歳
出
の

議
決
は

督
撫
が

提
出
す
る

預
算
案
の

額
を

　
以
て

基
準
と

す
べ

き
で

あ
る

。

こ

の

範
囲
で

緊
急
性
を
基
に

調
整
す
る
の

　
は

諮
議
局
の

権
限
で

あ
る

。

も
し

預
算
外
の

支
出
が

増
え
た

場
合
に

は
、

　
諮
議
局
に

よ

り
そ
の

支
出
に

充
て

る

税
金
の

徴
収
方
法
を
議
定
し

、

全
国

　
預
算
に

抵
触
し
な
い

こ

と
を

願
う

。

」

こ

れ
に
よ
れ

ば
、

国
家
税
と

地
方
税
が

未
分
化
の

状
況
で

は
、

歳
入
を

決
議

す

る
権
限
は

資
政
院
に

属
し

、

諮
議
局
の

権
限
は

、

督
撫
か

ら

提
示
さ

れ
た

預
算
案
を
基
準
と
し
て

、

そ

の

範
囲
内
で

ど
の

支
出
を

優
先
的
に

行
う
か
を

調
整
す
る

に

と
ど

ま
っ

た
。

ま
た

表
三

に

よ

れ
ば
、

歳
出
全
体
に

占
め
る

地

方
経
費
の

割
合
は

約
十
一

％
で

あ

り
、

諮
議
局
が

自
省
で

徴
収
し

た

税
金
の

使
途
を

決
め

る

裁
量
は

金
額
の

面
か
ら

見
て

も
限
ら

れ
た

範
囲
で

あ
っ

た

こ

七
三
（

二

四

三

）
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実槃費
実 業 費

（地方）
交通費

交 通 費
（地方）

工 稀 費
工 程 費
（地方）

宮業支畠
官業支繊
（地方）

応解洋

／賠款
辺防経費 公債費 合欝

1101591 53737033 98650168
goε20778153 　 　 3448 755554176 呂53571732107004　　　軌 1045560 8960DO18  59546
67633

　　　　　　　　「
242571　 317！28 5514810019086013143645 lG115314302736

2H44 重6倉436　 　 425B 三2146211 ヱa33 三655579 三臼470G4 淫4婆巳98 4き9蹉 e17374868

65009 三84234三… 呂28’r42 員 9739197177 聾33§6 三〇98903885972 憩82畦7愈 珍窃9213紛
5249283498470525 227835150687148

　　　内
298383477176 呂 17595684

423795319 了 呂2502 81D45676063292549912567740 17065891235003D　　r449085B4792104
弖43 49676353956952501956 7416B86

3974 350000
h

4464D了1

認33鐘 ！412叫 238074550
吊h
　　3522306965 島 17967 345｝5ga 19285B？1

426C8222 哩88
内圃「
2§55 蟄 き9 8624． 61き2暴o 碁飜．91蔭8

3コ．1．嬲 2腿 3392 鍍79915647 38136214306 §i 736尊067go2669

521452 凸5865937803 旺1819456207648119844197597 8695626
2403ヨ321458 36042111811663ll833235562821 ：141 4176032

20158603979493938433599
9

1611854 5056968
2228248898 163390476761 了082ll8403 1865656 磁653δ5
2714117 硅2了G ？813 3812 愈θ8748 饑 4 1G46§92 54容蔦鱒

3隻453 垂93解 4722 289王 3麗 832 ？36218 き593D 4ま33065268370
30957181132 739554 354741 1498092 2067Z 岱240643

1035281337 了4 19200167 了 2554 40657256DO 3446379
4333617261293462904

「F
　9743 26043 1661412 6294549

2323G1196924G36 158
吊
　　　6371535272955967 5895236696935

143？560 暴2羮 ？§89i3 蹇9524739
「
　　　27141

吊
　幽9越 4嬲 1 7緯話？06

き 覆 81了 雛 臼91 1曾ooo9 95752嘆 44§5？ 囂 9§494e 愈60G5522896
蟠8ε9 玉6哩156 蹄 046 1638368295i429725H200000 2709176
2972971591

　rl40421
1D14 1565795

10749 lU23臼36
151窃6 25679

内
　　　　5152 144275ユ「

644554
56s5 2樋 63 14839 63銘 2

韮8鵬 拓儒 07「
546臼9

444 51984り「
240D 82185

正2065L
　　49§｝ 4尠 4430248

§

： 3206235 5UB414
2978167 4028392
1493572 1927889「

　h 724567 11．37939
≡ 6マ4287 34515醒吊

5698綴 ？6王了數
546159 王櫓5092吊h
535000 71．3359「 ．吊
390了13 547987
286749 314742
255圭58 3§2530
2210雛 喋94266

1 至64C46 39§250

127237 158D48
125000 215126

67874
　　r90733

」 58483 753王4

52至§5 71493

16299 33695
16168 30324
7472 ，26254
3149 21688
48D 20814
go 2腿Ol　「
製 呂銘 1

研

究

ノ

1

ト

七
四
（

二

四

四

）
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表三 　度支部試辮蜜統三露預算案総袈 （度支部覆核案）経鴬歳出＋ 臨時歳出

宣
統
年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負
担
（

佐
藤
）

七
五
（

二

四
五

）

署別 ノ省別 行政費 交渉 費 民政費
羈政費
（地方）

財政費 洋関経費 常関経費 典礼費 教育費
教育費
（地方）

司級費 軍政費

在京各衙門 816991829257351893244 4380471 2工82622105480 773呂6623345069

直隷 881B747B93726252014180411504811 438307380 昏 ユ49324a7 了05057107356
牽天 12謡G54 留 瓣922 三77τ5291520a104 §56愈 揺28171 §4651 §4§7 鴛76鯰95782a65

江寧 4349176513012097561840718561 日6 173M4812713564 “8686955656496
矧 雇 ユ929704255 ！630101816786581S149 弓2 862937 霹937 ε8三132643354559 哩940

広東 13了784537G74 筍315714887ig1460549 4幺3709 含531410 了8539 ヨ4365395984
湖北 606887249235203505156837 臼5034 191707784871287024245042 ヨ6320

蠶南 6497§67 筋9含 633ga67q7 騒 362？臼3 z98§§ 唾34舘 176鑢a　 1η 簾 84 §025鴇
川潰辺務 250弓87 57000 16577 30000 3756033

漸江 1061了103092130021864045195 ？9B8 4343648953285562234562673190
広西 8502三〇 618B2S56301359687 1δ951 §54む32 驢 ％ ¢ 2  ？1了 2639404

湖南 9842裁1 64992209334379714 2327152776255926551022156726
書林 臓む％9 三3Gτ6三 2779631 諺6荏28914 §7668 56酵3561 §82817  5 懿 q14琶 29拿2538
甘粛 655619 ？85333689299426172213 27190440 哇71425045 輩5671935147
福建 32921呂 33075729 了1313134217971 18604407672407BO1090281882076
河南 12841351180 δ 鱒820愈 1騰77…3 製 7577 3§5176036432ego2853 歸 1851277
陜西 1049840602552279434464143034 30177567476280581037571602631

安微 309＠3113841768632081512 巨9797 22371432082617 ユ51259671582370
山東 6162942076484n136093727  815 ユ976  4662ヱ 3233561200741552713

新疆 35311了 228了5515372435281175 了1 64295319628096 呂 136243150BOI5

由西 7玉21s倉 鰺3ze807464662338s §99 2窰73§ 4倉73753754 玉 1§94371487弓31
江西 4326406362106345232474405654 2599641433313 了905 日5861403530
江蘇 270002562301434414856837354Dl 3020485263410631685831369048

黒龍江 6193倉912167 呂 2δユ59婆 4857弐65492 戴 12175 崔＆含93275765 羅5B7了 12桑B314
貴州 33617020836940284932131696 9590376905721623 琵7251246114
渡オヒ 570三5 40517 三22重 窪2935 1雛 2 1368546 ひ1122 宇68e

排犁 13853go 10962 1000450
熱河 1427171476197339 98678 112206072B 8了229797397

漕 江巡防隊 S磁 554
察哈爾 B30U92746808 39983 1820 14U31428476983
阿 爾 泰 20徽 61807 2993 76 196 互33411
科布多 601317566783 1602 38545

鳥里雅蘇台 13395
．
1455 53 詔6638

庫｛龠 60583
「 「 り

駐 4 雄oo 星7了88
綏遠城 316 2814 85826 窓 7814

帰化 城 3792 1512 31578 5131 432

鱶天府 471艇 14iO73 91愈 §貉 亙5 13壌97
江海 18752613 ε918
粤海 81趣5マ5239651

津海秦王 島 263032171285
江 漢 413373 ，

九江 1？5嘆5了　　鼬 95407　幽
浙海 166347 器 553
闘海 528351110582

蕪湖 i32903 娃5456
鎮江 157274
硫弼 279駐3
寛昌 107372

山海秦王島 17761095622
策海 嵳674蹲 588轟4
金陵 30811

聾 go塞26
枅州 2暑858
甌海 107696062

蒙自 1932ε
蘇州 17396
最洲 14156

荊州鈔関 18781
南宵 18538

騰越 2G334
沙市 20711
鎖 南 9937
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研

究

ノ

ー

ト

実業費 翻 丁驀費 （地 方）
交通 費 圧纖

（地方）

工 程費
、宮業支 娼

官業支出　 応解洋
（堰方）　 ／賠款

辺 防 経費 公 債費 会 計

40857 7418623

飆 5853
ε000149451ig8875928

王王鐚 e酵

1341652252
駐

午
72936413186go914429558435i4978

臼1036

動

712
始 736
ユ310915935333

警1111373076137902

＝ b186581
1§弓2eξ364 鯉4簿 55093295 三6？65無 4515267　 634黔 3559 態 6圭　 2鯰5斃 75 三56G9631239 §08 §豁 岔08霊13369鎗 6獣

1％ 2％ 16％ 0％ 1％ 　　　 0％ 2％　　　 1％ 15％ o％ 2％

七
六
（

二

四
六

）

と
が

わ
か

る
。

こ

の

よ
う
な

状
況
が
地
方
の

士
紳
た
ち
に

清
朝
に

対
す
る

不

満
を
持
た
せ

た

可
能
性
は

否
定
で

き
な
い

で

あ

ろ
う

。

結
論

　
本
稿
で

は
、

試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
の

編
成
過
程
と
そ

れ
を
め

ぐ
る

様
々

な

言
説
を

分
析
す
る

こ

と
を

通
し
て

、

当
該
時
期
に

お
け
る

清
朝
の

財
政
配

分
の

方
針
及
び

預
算
案
に

頬
す
る

各
省
の

反
応
を

明
ら

か
に

し
、

以
下
の

よ

う
な
結
論
を
得
た

。

　
ま
ず

試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
の

財
政
配
分
の

特
徴
に
つ

い

て

言
え
ば

、

東

三

省
に

対
す
る

傾
斜
配
分
が

行
わ
れ
て

い

た
と
い

う
こ

と
で

あ

る
。

こ

れ
は

東
三
省
が

税
収
額
に

比
し
て

解
協
款
の

質
担
額
が

極
め
て

低
か
っ

た
こ

と

と

省
の

財
致
支
出
に

占
め
る

軍
政
費
や

公
債
費
の

割
合
が

低
く

、

行
政
経
費
の

割
合
が

高
か
っ

た

こ

と
か
ら

立
証
で

き
る

。

清
朝
が

東
三

省
に

対
し
て

傾
斜

配
分
を
行
っ

た

理
由
は

、

北
京
に

近
く
、

日

本
や
ロ

シ

ア

に

対
す

る
防
衛
上

き
わ
め
て

重
要
で

あ
っ

た
こ

と
と

清
朝
発
祥
の

地
で

あ
る
こ

と

が

関
係
し
て

い

る
と

考
え
ら

れ
、

東
三

省
重
視
の

姿
勢
は

、

籌
備
立
憲
に

伴
う

諸
政
策
を

東
北
地
方
か
ら

優
先
的
に

施
行
し
て

い

く
と
い

う
政
策
方
針
か
ら

も
窺
う
こ

と

が
で

き
る

。

　
一

方
で

、

江
西
省
・

安
徽
省
は

、

税
馭
に

比
し
て

解
協
款
の

負
担
額
が

極

め

て

高
か
っ

た

地
域
で

あ

る
と

言
え

る
。

ま
た

江
寧
・

四

翔
・

広
東
・

湖
北

等
は

、

税
収
に

対
す
る

解
協
款
の

負
担
額
は

必
ず
し

も
多
か
っ

た

と
は

言
え

な
い

が
、

こ

れ
ら
の

地
域
に
は

、

多
く
の

軍
縁
が
配
置
さ
れ
て

お
り

、

多
額

の

軍
政
費
が

必
要
と

さ

れ
た

た
め

、

特
に

負
鐙
が

軽
か
っ

た
と
い

う
こ

と

は

で

き
な
い

。

以
上
の

よ

う
に

、

試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
に

は
あ

ま
り
累
進
性
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署別 ／省別 行政費 交渉費 民政費
民政費
（地方）

財政費 洋関経費 常関経費 典礼費 教育費
教育費
（地方）

司法費 軍政費

旗属 630008 2906 3530232791

西寧 15229 15229
土薬統税経費 536000

思茅 14045

長沙 11988了
嘉峪 6928

膠海 110000

大連 134165

安東大 東溝 22529

濱江 了2936

太平関 41318

雲南常関 6909

揚州 14429

淮安 55843

鳳 陽 5149了

贖関 8810

辰州 3640
贇慶 了12

漢 陽新関 46736
武昌廠游湖閲 工31D9
荊 州府関 15935

四川経徴 総局 33391

臨清 11137

張 家 口 30761

殺虎 口 37902

崇文門 186681

合計 2了327852400130858332801672ヨ89220781450575了401494509798829359530910174426683532597498657
百 分率 8％ 1％ 2％ 5％ 6％ 2％ 0％ o％ 1％ 3％ 2％ 29％

宣
統
年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負

担
（

佐
藤
）

は
見
ら

れ
ず

、

富
の

再
分
配
の

役
割
は

小
さ

か
っ

た

と

考
え

ら
れ

る
。

　
こ

の

よ

う
な

財
政
配
分
に

対
し

て
、

傾
斜
配

分
の

恩
恵
を
受
け

ら
れ

ず
負

担
の

多
か
っ

た

省
の

巡

撫
は

少
な

か
ら

ず
不
満
を

持
っ

て

い

た

と

考
え
ら

れ

る
。

本
論
で

は

江
西
・

安
徽
・

広
西
の

事
例
を

取
り
上
げ
た

が
、

中
で

も
江

西
巡

撫
馮
汝
驥
と

内
閣
と
の

や

り
と
り
は

、

累
進
的
な

配
分
を

求
め
る

馮
と

傾
斜
配
分
を
し
よ

う
と

す

る

親
貴
内
閣
の

考
え

方
の

違
い

が

浮
き
彫
り
と

な
っ

て

い

る
。

ま
た

、

こ

れ
ら
の

事
例
で

は
、

巡

撫
が

他
省
と
の

比
較
か
ら

不
公
平
感
を

訴
え

て

お

り
、

外
省
の

巡

撫
は

他
省
の

解
協
款
の

額
に
つ

い

て

も
あ

る
程
度
知
り
得
た
と

言
え

る
。

　
ま
た

財
政
配
分
に

対
す
る

不
満
以
外
に

も
、

資
政
院
が

預
算
審
議
過
程
に

於
い

て

外
省
と
の

十
分
な

交
渉
な
し
に

歳
出
削
減
を
行
っ

た
こ

と

と

国
税
と

地
方
税
の

未
分
化
を
理

由
と
し

て

諮
議
局
に

対
し

て

歳
入
の

審
議
権
を

認
め

な
か
っ

た

こ

と
に

対
す

る

不
満
も
見
ら

れ
た

。

こ

れ
ら
の

不
満
に

対
し
て

は
、

清
朝
も
無
自
覚
だ

っ

た

わ
け
で

は
な

く
、

防
営
の

廃
止

を
留
保
し

、

地
方
の

実
情
に

合
わ
せ
て

行
う
こ

と

を
許
可
し
た
こ

と
や

諮
議
局
に

対
し

て

歳
入
の

審
議
権
自
体
は
認
め
な

か
っ

た

も
の

の
、

地
方
で

臨
時
支
出
が
あ
っ

た

場
合

、

税
の

追
加
徴
収
を

認
め

る
な
ど
の
一

定
の

譲
歩
を

行
っ

た
こ

と
が

確
認
で

き

る
。

　
当
時
は

度
支
部
の

解
協
款
の

指
示
が

外
省
に

よ

り

百
％
実
行
さ

れ
た
わ
け

で

は
な
い

た

め
、

単
純
に

試
辧
宣
統
三

年
預
算
案
の

施
行
が
江

西
・

安
徽
を

は
じ
め
と
す

る

長
江
流
域
の

諸
省
を
苦
し
め
た
と

断
言
す
る
こ

と

は
で

き
な

い

が
、

政
策
に

対
す
る

不
満
か

ら

督
撫
や
地
方
の

士
紳
の

間
で

親
貴
内
閣
に

対
す
る

不
信
感
が

醸
成
さ
れ
た

と
し
て

も

不
思
議
で

は
な
い

で

あ

ろ

う
。

七

七
（

二

四
廿

）
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研

究

ノ

ー

ト

注
（

1
）

　
村
田

雄
二

郎
「

辛
亥
革
命
の

歴
史
的
位
置
−
中
国

史
の

「

北
」

と

「

南
」

　
　
ー

」

「

ア

ジ

ア

遊

学
』

一

四

八、

二

〇
一
一

年
。

　
（

2
）

　
黒
田

明
伸
『

中
華
帝
国
の

構
造
と

世
界
経
済
』

（

名
占
屋

大
学
出
版
会、
　一

　
　
九
九
四
年
）

及
び

岩
井
茂
樹

「

中
国
近
世
財
政
史
の

研

究
』

（

京
都
大

学
学
術
出

　
　
版
会、

二

〇

〇
四

年
）

。

解

協

と
は

戸

部
の

指
示
に

よ

り

行
わ

れ
る

解

款
と

協
款

　
　
の

こ

と

で
、

解
款
は

中
央
へ

の

送
金、

協
款
は

地
方
か

ら

地
方
へ

の

送

金
の

こ

と

　
　
を

指
す。

酌

撥
制
度
と

は
、

毎

年
冬
季
に

各
省
の

総
督
・

巡
撫
が

、

翌

年

に

必
要

　
　
と

さ

れ

る

費
用

を

見

積
も
っ

て

戸
部
へ

報
告
し、

戸
部
が

そ

の

額
面
に

基
づ

い

て、

　
　
収

支
の

黒

字
の

省
か

ら

北
京
や

赤
字
の

省
へ

ど

の

よ

う

に

税
糧
を
移
動
す

る
か

を

　
　
決

め

る

も
の

で

あ

る
。

太
平
天

国
以

降
、

軍
事
費
の

増
大
等
の

要
因
で

督

撫
の

財

　
　
政

面
で

の

権
限
が

強

化
さ

れ
た

こ

と
に

よ

り、

酌
撥
制
度
が

機
能
し

な

く
な

り
、

　
　
一

定
額
の

解
協
款
の

負
担
を
各
省
関

に

割
り

当
て

る

と

い

う
攤
派
制
を
と

る
よ

う

　
　
に

な
っ

た
。

戸
部
が

関
知
し

て

い

る

部
分
を

内
銷

、

関

知

し

な

い

部
分

を

外
銷
と

　
　
呼
ぷ
。

　
（

3
）

　
主

な

研
究
と

し

て
、

周

育
民
『

晩

清
財
政
与
社
会
変
遷
』

（

上
海

、

上

海
人

　
　
民
出
版
社

、

二

〇
〇

〇
年
）

。

周
志

初
『

晩
清
財

政
経
済
研
究
』

（

済
南

、

斉
魯
書

　
　

社
、

二

〇
〇
二

年
）

。

陳
鋒
『

清
代

財
政
政

策
与
貨
幣
政
策
研
究
」

（
武
漢、

武
漢

　
　

大
学
出
版
社

、

二

〇
〇
八
年
）

等。

中
に

は

解

協
款
を
負
担

す

る

省
と

受
協
の

省

　
　
を
分
け

て

い

る

研
究
も
あ

る

が、

各

省
の

負
担
額
の

差
異

や

税

収
と

の

関
係
性
に

　
　
ま

で

踏
み

込
ん

だ

研
究
は

見

ら

れ
な

い
。

　
（

4
）

　
趙

学
軍
「

清
末
的
清
理

財
政
」

（

王

暁
秋
・

尚
小
明
『

戊
戌
維
新
与
清
末
新

　
　

政
−
晩

清
改
革
史
研
究
』

北

京、

北

京
大
学
出
版
社、

一

九
九
八
年
）

。

劉
増

合

　
　
「

前
恭
後
倨
一

清
季
督
撫
与
預
算
制

度
」

『

中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
集
刊
』

六

　
　
六、

二

〇
〇

九
年

。

劉
増
合
「

清
季
中
央
対
外
省
的
財
政
清
査
」

『

近
代
史
研

究
』

　
　一
一
〇
一
一

ー亠
ハ

Q

　
（

5
）

　
た

だ

し、

前

掲
「

清
季
中
央
対
外
省
的
財
政
清
査
」

は

財
政
説
明
書
の

数
値

七
八
（

二

四

八

）

　
に

拠
っ

て

分

析
し
て

い

る

個
所
も

あ

り
、

信
憑
性
の

点
で

問
題
も
あ

る
。

（

6
）

　
財

政
説

明
書
の

問
題
点
に

つ

い

て

は
、

岩
井
茂
樹
「

中
華
帝
国
財

政
の

近
代

　
化
」

（

飯
島
渉
・

久
保

亨
・

村
田

雄
二

郎
編

『

シ

リ

ー

ズ

ニ

○
世
紀
中
国

史
一

中
華
世
界
と

近

代
』

東
京
大
学
出
版
会、

二

〇

〇

九
年）

。

た

だ

し、

清
理
財
政

　
に

非
協
力
的

な

甘
粛
藩
司
毛
慶
蕃
が

解
職
さ

れ
た

事
例
が

あ
る

よ

う
に

清
朝
が

地

　
方
官
に

対
し

て

強
い

姿
勢
で

臨

む
こ

と

も

あ
っ

た

　（
第
一

章
で

後
述
）

。

地
方
自

治
と
辛
亥
革
命
の

関
係
に

つ

い

て

は

溝
口

雄
三

「

辛
亥
革
命
の

歴
史
的
個
性
」

　
〔

『

思

想
』

九
八

九
、

二

〇
〇
六

年）

や

田

中
比
呂
志

「

近

代
中
国
の

国
民
国
家
構

想

と

そ

の

展

開
」

（

久
留

島
浩
他
編

『

ア

ジ

ア

の

国
民
国
家
構
想
」

青
木
書
店、

　
二

〇
〇

八

年）

等
が

あ

る
。

（

7
）

　
故
宮
博
物
院
明
清
襠
案
部
編

『

清
末
籌

備
立

憲
襠
案
史
料
』

（

北
京

、

中
華

書
局、
一

九
七

九
年
）

上

冊、

五
十
四

〜
六
十
七

頁
。

そ

の

中
に

「

其
必
議
院
協

賛
立

法
監

察
財
政
者

、

既
由

保
障
臣
民
権
利
義
務

之
義
而
生

。

」

と

い

う
語
句
が

見

ら

れ

る
。

（

8
）

　
北
京
図
書
館
出
版
社
影
印

室
輯

『

清
末
民
国

財
政
史
料
輯
刊
』

（

北
京

、

北

京
図

書
館

出
版
社

、

二

〇
〇
七

年）

第
一

冊
、

九
十
一

〜
百
四

頁
。

預
算
編
成
の

手
順
は

以

下
の

通
り

。

　
　

第
十
四

条
　
各
省
文
武
大
小

衙
門
局
所
自
宣
統
二

年
起

預
算
次
年
出
入
款
項

、

　
　

編
造
清
冊

、

於
二

月

内
送
清
理
財
政
局

、

由
局
彙
編
全

省
預
算
報
告
冊

、

呈

由

　
　

督
撫

、

於
五
月
内
咨
送

到
部

。

　
　

第
十
八

条
　
在
京
各
衙
門

自
宣
統
二

年
起
応

将
該
衙
門
次
年
出
入

各
款
編
訂
預

　
　

算
報
告
冊

、

於
五

月
内
送
部

。

　
　

第
二

十
条
　
臣
部
自
宣

統
二

年
起
逐
年
将
京
外
各
処
送

到
預
算
報

告
冊
詳
細
核

　
　

定
、

奏
請
施
行

。

前
項
預
算
報
告
冊

、

限
於
文
冊
到
部
両
個
月
内

核
定。

各
省

　
　

預
算
報
告
冊
内
款
項
属
於
地
方
行
政
経
費
者

、

由
臣
部
奏
交
督
撫

、

送
諮

議
局

　
　

議
決

、

並
将
預
算

全
冊
送
供
参
考

。
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（

9
）

　
前
掲
『

清
末
民
国
財
政
史
料
輯
刊
』

第
一

冊
、

百
二

十
一

〜
百
三

十
六

頁
。

（

10V

　
京
畿
科
は

在
京
各
衙
門
各
旗
営
・

順
天
府
属
・

直
隷
・

熱
河
・

察
哈
爾
等
処

、

　
遼
瀋
科
は

奉
天
・

吉
林
・

黒
龍
江

、

江
輳
科
は

江
蘇
・

安
徽
・

江
西

、

青
豫
科
は

山
東
・

河
南

、

湘
鄂

科
は

湖
南
・

湖
北

、

閾
浙
科
は

福
建
・

浙
江

、

粤
桂
科
は

広

東
・

広
西

、

秦
晋
科
は

陝
西
・

山
西
・

庫
倫
・

綏
遠
・

帰

化
・

鳥
里

雅
蘇
台
・

科

布
多
・

阿

爾
泰
等
処、

甘
新
科
は

甘
粛
・

新
疆
・

伊
犁
・

塔
爾
巴
哈
台
・

西
宵
等

　
処

、

梁
益
科
は

四
川
・

雲

南
・

貴
州
・

西
蔵
等
処
を
管
轄
し
た

。

（

11
）

　
正

監
理
官
は

直
隷
・

湖
北
・

江

蘇
・

雲
南
・

山
東
・

広
東
・

甘
粛
・

陝
西
・

　
河
南
・

四

川
・

浙
江
・

山

西
・

貴
州
・

江

西
・

安
徽
・

新
疆
・

広
西
・

東
三

省
・

　
福
建
・

湖
南
へ

一

名
ず
つ

計
二

十
人
派
遣
さ

れ

た
。

副

監

理

官
は

東
三

省
を

奉

　
天
・

吉
林
・

黒
龍
江、

江

蘇
を

江
寧
・

蘇
州
・

両
淮
に

分
け

て

派
遣
し
た

た

め
、

　
計
二

十
四

人
で

あ
っ

た
。

（

12
）

　
前
掲
『

清
末
民
国
財
政
史
料
輯
刊
』

第
一

冊、

六

十

頁
、

「

会
議
政
務
処
奏

　
議
覆
度
支
部
清
理
財
政
辧
法
摺
」 。

　
　
然
外
省
於
財
用
実
数
毎
隱
匿
不
令
部
知

。

故
部
中
常
疑
其
相
欺

、

而
内

不
信
外

。

　
　
而
部
中
於

外
省
款

項
毎
令
其
据
実
報
明
声
言

、

決

不
提
用、

及
至
報
出

、

徃
徃

　
　
食
言。

故
外
省
常

畏
其
相
誑、

而
外
不
信

内
。

此

不
信
之
弊
也

。

（

13
）

　
「

浙
省
財
政
清
釐
之
困
難
」

『

申
報
』

宣

統
元

年
七
月

初
六

日
。

　
　
職

任
棊
重

、

懼
勿

克
勝

。

凡
応
行
調
取
各
庁
州
県
場
局

所
徴
收
章
程

及
沿

革
利

　
　
弊

、

即
経
行
文
分
別

徴
取
在
案

。

而
各
属
報
告
到
局、

至
今
不
及
二

成
、

其
不

　
　
合
格
不
完
備
者
又

居
多
数

、

雖
経
駁
飭
更
送

、

而
復
到

者
仍
寥
寥

、

資
料
未
集

　
　
結

。

選
無
従
此、

知
府
所
深
為
愧
疚
者
也

。

（

14
）

　
前
掲
『

清
末
民
国
財
政
史
料
輯
刊
』

第
一

冊
、

百
二

十
八
頁

。

　
　
各
衙
門
局
所
出
入
款
項
有
造
報
不
実

、

而
該
局
総
辧
等
扶
同
欺
飾
者、

並

該
局

　
　
有
応
行
遵
限
造
報
事
件

、

該
総
辧
等
任
意
遅
延
者

、

准
監
理

官
径
稟
度
支
部
核

　
　
辧

。

宣
統
年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負
担
（

佐
藤
）

（

15
）

　
「

宣
統
元
年
十
一

月
大

事
記
」

『

東
方
雑
誌
』

十
三

、

宣
統
元

年
十
二

月
。

　
　

臣
部
以

甘
肅
清
理

財

政
局
奏
報
開
局
日

期
、

及
辧
事
規
則
先
後
到
部
月
日、

与

　
　

該
監
理

官
等
所
稟
情
形

、

両
相
印
証

。

該
藩
司
之

抗
違
玩
誤、

実
属
顕
然

。

云

　
　
云

。

上

諭
有
毛
慶
蕃
於
藩
庫
款
項、

及
不
定
期
盤

査
、

亦
不
遵
章
造
報

、

違

抗

　
　
玩

誤、

実
属
咎
無
可
辞
之

語
。

仰
見
朝
廷
於
清
理

財
政

、

異
常
注
重
之
意、

各

　
　

省
疆
臣
及

有
理
財
之

責
者、

宜
引

以
為
鑒

也
。

（

16
）

　
「

藩
署
辧
理

報
告
之
忙
碌
」

『

申
報
』

宣

統
元
年
十
一

月
廿
一

日
。

　
　
籟
藩
劉
方
伯
春
霧

、

前
奉
部
飭
調
査
近
三

年
收
支
各
数

、

勒
限
送
部

、

以

為
預

　
　
算
決
算
地
歩

、

方
伯
未
経
遵

辧
。

茲
以

甘
肅
藩
司
毛

慶
蕃
被
参
革
職

、

頗
自
危

　
　
懼、

特
諭
各
科
写
生

趣
緊
将

三

十
三
四

両
年
報
告
各
冊
造
斉
送

部
、

免
干
部
議

。

　
ま

た

「

対
於
今
歳
内
政
外
交
之

希
望
」

『

申
報
』

宣
統
二

年
正

月
五

日
。

　
　
各
省
清
理

財
政

、

去
歳
方
有
頭

緒
。

藩
司
与
監

理
官
雖
有
意

見
互

殊
、

未
能
和

　
　
衷
辧
事
者

、

然
目
前
甘
藩
因
此
褫
職
後

、

各
省
聞
風
知
懼、

均
已

破
除
成
見
矣

。

（

17
）

　
「

資
政
院
奏

預
算
案
摺
」

「

民
立

報
』

宣
統
三

年
正

月
十
七

〜
二

十
一

日
。

資

　
政
院
の

審
議
に

於
い

て

歳
出
が

三

億

七
千
六

百
三

十
五

万
五

千
六

百
五

十
七

両
か

　
ら

二

億
九
千
八

百

四

十
四

万
八

千
三

百
六

十
五

両
へ

と

七
千
七

百
九
十
万

七

千
二

　
百
九
十
二

両
の

大
幅
な

減
額
が

行

わ

れ
た

。

撥
解
款
項
・

公
債
費
・

自
治

費
は

審

　
査
対
象
に

な

ら

な

か
っ

た
。

（

18
）

　
沈
鑑
「

辛
亥
革
命
前
夕
我
国

之
陸
軍
之

其
軍
費
」

『

社
会
科
学
』

二

ー
二

、

　
一

九
三

七
年

。

　
辛
亥
革
命
前
の

各
地
の

旗
営
・

緑
営
・

防
営
・

新
軍
・

砲
台
兵
の

合
計
は、

降
順

　
に

近
畿
及
び

直
隷
の

二

十
七
万
二

千
三

百

十
名

、

江

蘇
の

六
万
九
干
二

百

九

十
一

　
名

、

広
東
の

五

万
七

千
九

百
二

十
四

名、

四

川
の

五
万
三

千
二

百
二

十
六

名
、

奉

　
天
の

四

万

七
千
五

百
十
三

名
、

新
疆
の

四

万

四

千
九
百
十
四

名
で

あ
る

。

た

だ

し、

　
北

京
各

旗
営
処
十
四

万
四

干
五
百
五

十
八

名
の

軍
費
に
つ

い

て

は
、

中
央
か
ら

支

　
出
さ

れ

て
い

る
た

め
、

直
隷
省
の

管
轄
で

は

な
い

。

七
九
（

二
四

九

）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Historical Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Hlstorloal 　Soolety 　of 　Japan

研

究

ノ

ー

ト

（
19）
　
「

浙
省
試
辧
宣
統
三

年
預
算
依

限
編
成
送
部
核
定

由
」

（

第
一

歴
史
襠
案
館
所

　
蔵
　
襠
案

号
〇
四

10
一

ー
三

五

−
一

〇
九
七
10
一

五
）

。

　
　
且

以

預
算
総
支
数
按
百
分
列
比

京
協
各
餉
賠
償
洋
款
約

占
百
分
之
四
十
八

九、

　
　
軍

政
費
又
占
百
分
之
二

十
六

七
、

計
本
省
行
政
等
費
不

過
百
分
之
二

十
五

六

耳
。

　
「

皖
省
預
算
不
敷
情
形
由
」

（

第
一

歴
史
襠
案
館
　
襠
案
号

〇
三

−
一

五

四

−

七
五

　

工
パ

ー
七
二
）

。

　
　
惟
査
安
徽
全

省
歳
入
及

部
飭
増
加
各
款、

統
計

不
過

五

百
万
両

、

而
京
協

各
款

、

　
　
歳
計
巳
三

百
二

十
余
万、

新
旧

各
軍
餉
項
又
一

百

四

十
余
万

、

合
計
巳

達

四

百

　
　
六

十
余
万
両、

其
能
留

作
本
省
行
政
経
費
者
実

巳

無

幾
。

（

20
）

　
趙

中
孚
「

清
末
東
三

省
改
制
的
背
景
」

『

中
央
研
究
院
近
代
史

研
究

所
集
刊
』

　
五、
一

九
七

六

年
。

（

21
）

錺
余
銀

と

は

北
京
議

定

書
に

規
定

さ

れ

た

海
関
銀
四

百
五

十
兆
両
（

年
利
四

　
釐
）

の

賠
償
金
を、

イ

ギ

リ

ス

ポ

ン

ド

に

換

算

し
た

時
に

で

き
た

余
り

で

あ
る

。

　
澁
谷
由
里

「

奉
天
省
に

お

け

る

革
命
の

「

挫

折
」

1
地

方
軍
維
持

経
費
を
め

ぐ
る

　
考
察
を

中
心

に

し

て

ー
」

『

近
き
に

在
り

て
』

三

十
九、

二

〇
〇
一

年
。

　
　
慶
親
王

奕
動
の

上
奏
文
は

『

続
修
四

庫
全
書
』

編
纂
委
員
会
編

『

続
修
四

庫
全

　
書
』

（

上

海
、

上

海
古
籍
出
版
社

、

一

九
九
五
年
）

第
三

百
八

十
五

冊

「

東
華
続

　
録
」

六

百
二

十
六

頁
。

　
　
臣

等
審
酌
再
三

、

窃
以

東
三

省
根

本
重
地

、

経
画
宜

先、

且
一

切
規
模
略
同
草

　
　
創

、

或
因
或
革

、

措
置
亦
較
易
為

功
。

此

次
官
制
辧

法
擬
請
従

東
三

省
入
手

、

　
　
除

実
与
内
地
情
形
不
同
者

、

応

聴

其
量
為
変
通

、

期

於
推

行
尽

利
、

余
応

令
査

　
　
照

此
次
通
則

、

酌
核
辧
理

、

俾
為

各
省
之

倡
。

直
隷

江

蘇
両
省
交
通

較
便

、

風

　
　
気

亦
開

、

亦
宜

及
時
挙
辧

。

其
余

各
省
分
年
分
地

逐

漸
推
行

、

既
一

省
之

中
何

　
　
処

宜
先

、

何
処

宜
緩

、

並

由
該
督
撫
体
察
情
形
斟
酌

辧
理

、

惟
須
於

十
五

年
内

　
　
務

令
一

律
通
行

。

（

22
）

中
国
科
学
院
歴
史
研
究
所
編

『

錫
良
遺
稿
』

（

北
京、

中
華
書
局

、

一

九
五

八
〇
（

二

吾
）

　
九

年）

第
二

冊、

九
百
二

十
九
頁

。

　
　
且

以
三

省
之

関

於
大
局
者
言

之
、

則
因
逼
近
京
畿、

朝
夕
可
達

。

向
之
所
謂
根

　
　
本
者

、

猶
謂
祖
宗
発

祥
之
地

、

今
之
所
謂

根
本
者、

則

有
社
稷

密
切
之
憂

。

中

　
　
国

西

北
西
南
地
方
竃

遠
、

尚
非
禍
在
腹
心

。

（
23
）

　
「

請
撥
奉
天

黒
龍
江
辛
亥
年
的
餉
並
請
催
各
省
歴
年
欠
餉
以

済
急
需
」

（

第
一

　
歴

史

襠
案
館
所
蔵
　
襠
案
号
〇

四

10
一

10
一

−
一
一
一

ニ

ー
〇
三
三
）

。

　
　
除

各
省
欠
解
奉
省
俸
餉
銀
両
為
数
甚
鉅

、

業
於
元

年
六

月
間

経
臣
奏
准
将
光
緒

　
　
三

十
四
年
以

前
積
欠
銀
両
一

律
免
解
外

、

尚
有
欠
解
元

年
奉
省
俸
餉
銀
十
万
両

、

　
　
並

査
二

年
部
撥
奉
天
黒
龍
江

庚
戌
年
的
餉
銀
四

十

万

零
三

千
両

、

僅
据
山
東
両

　
　
淮

河
南
直
隷
等
処
先
後
解
到
銀
二

十
二

万
一

千
八

百
両、

下

欠
銀
十
八

万
一

千

　
　
二

百
両、

迄
今
未
准
報
解

。

（

24
）

　
「

甘
新
両
省
軍
餉
窘
迫
請
飭
各
省
関
解
清
協
餉

以

固
辺

圉

而
安
全
局
」

（

第
一

　
歴
史
襠
案
館

所
蔵
　
襠
案
号
〇
四

10
一

10
一

1
一

＝
ニ

ー
〇
三
五
）

。

（

25
）

　
「

資
政

院
奏
預
算
案
摺
」

『

民
立

報
』

宣

統
三

年
正

月
十
七

日
。

撥
解
款
項
・

　
公
債
費
・

自

治
費
は

審
査
対
象
に

な

ら

な

か
っ

た。

（

26
）

　
「

直
隷
省
宣
統
三

年
預
算
実
用
不
敷
各
款
遵

旨
敘
述
理

由
」

（

第
一

歴
史
襠
案

　
館
所
蔵
　
襠
案
号
〇
三

−
一

五

四
−
七

五
一

六

−
一

九
）

。

（

27
）

　
「

皖
省
預
算
不
敷
情
形
由

」

（

第
一

歴

史
襠
案

館
所
蔵
　
襠
案

号
〇
三

−
一

五

　
四

−
七

五

＝
バ

ー
七
二
）

。

　
　
公

費
と

幕
僚
の

給
与
は

、

宣

統
三

年
二

月
十
四

日
の

上

諭
に

従
い

、

度
支
部
が

定
め

た

預
算
額
と

す

る

こ

と

に

な
っ

て

お

り、

緑
営
・

防
営
経
費
は

、

宣
統
二

年

　
十
二

月
二

十
八

日

の

上

諭
に

従
い
、

削
減
が

難

し
い

理

由
を

陸

軍
部
に

上

奏
済
み

　
で

あ
っ

た
。

（

28）
　
「

鞍
撫
馮
汝
驟
奏
覆
議
資
政
院
修

定
預
算
各
款
認
増
歳
入

裁
減
歳
出
情
形
摺
」

「

申
報
』

宣
統
三

年
六

月
二

十
五
日

。

（

29
）

　
「

輯
省
入
不
敷
出
請
勅
核
明
支
配

由
」

（

第
一

歴

史

襠
案
館
所
蔵
　
襠
案
号
○
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三

−
一

五
四
−

七

五
一

七

−
六

五
）

。

　
　
惟

有
請
将
全
国
財
政
支
配

平
均

、

方
能
固
預
算
決
算
之

基
。

現
以
各
省
歳
出
歳

　
　
入

互
相
比
較

、

所
認

洋
款
賠
款
協
解
各
款

、

至

多
不

過

歳
入
十
分
之

五
、

少
者

　
　
不
及
十
分
之
三、

其
尤

少
者
不

及
十
分
之
二

。

今
饋
省

独
占
十
分
之

八
、

其
行

　
　
政

経
費
有
多
至
一

倍
者

、

有
多
至
十
分
之
五

六、

十
分

之
三

四
者、
一

経
比

例、

　
　
籟
省
之
担
負
独
重

。

仰
懇
勅
下

内
閣
会
同

度
支
部
通

盤

籌
画

、

迅

将
全
国
出
入

　
　
各
款
適
中
支
配、

俾
藾
省
担
負
減
軽

。

（
省
略
）

宣

統

三
年
六

月
十
二

日

奉
殊

　
　
批

。

内
閣
会
議
具
奏

。

並
発。

欽
此

。

（

30
）

　
「

会
奏
議
覆
江
西
巡

撫
奏
輯
省
入

不
敷
出
請
核
明
支
配

由
」

（

第
一

歴
史
襠
案

館
所
蔵
　
襠
案
号
〇
三

−
七

五
一

八

10

三

三
）

。

　
　
前
経
度
支
部
核
定
該
省
宣

統
三

年
預
算
案

、

計
歳
入

七

百
四

十
三

万
余
両

、

歳

　
　
出
七

百
九
十
一

万
余
両、

出
入

相
権

、

不
敷
四
十
八

万

余
両

、

而
歳
出
内
之

洋

　
　
款
賠
款
及

解
協
各
款
共
五

百
三

十
二

万
余
両

、

約
占
全

額
十
分
之
七

、

該
撫
遂

　
　
以
担
負
之
過
重、

疑
支
配
之
不
均

。

不
知

原
単
所
開、

但
与
歳
入
為
比
例

、

故

　
　
不
免
相
形

見
細

。

実
則
江
浙
川

粤
等
多
者
千
余
万、

少
亦
六
七
百
万

、

較
諸
籟

　
　
省
為
数
更
多

。

頃
歳
庫
儲
奇
継

、

政
費
浩
繁

、

省
省
積
虧

、

年
年
増
累

。

各
督

　
　
撫
或
請
截
留
洋
款

、

或
請
停
減
協
餉

、

紛

紛
呼
籟、

文
電
交
馳

。

臣
等
亦
深
知

　
　
疆
吏

之
為
難

、

而
大
局
所
関

、

未
敢
軽
言
改

撥
。

（

省
略
）

宣
統
三

年
閏
六

月

　
　
初
九
日。

〔

31
）

　
「

民
立

報
』

は
、

宣
統
二

年
九
月
九
日

に

于
右
任
が

上

海
で

創
刊

し
た

日

報
。

　
宋
教
仁
・

範
光
啓
・

景
耀
月
・

章
士

釧
等
が

主

筆
を
務
め

た
。

「

度
部
預
算
説
明

　
書
」

は、

『

民
立
報
』

宣
統
二

年
十
一

月
七

〜
九
日

、

同
月
十
一

〜
十
四

日
、

同

　
月
十
六

〜
十
七
日

、

二

十
四

日
に

、

ま
た

内
閣
の

覆
摺
は

、

「

民
立

報
』

宣
統
三

　
年
閏
六

月
十
九
日

「

全
国
財
政

平
均
之
機
」

に

掲
載
さ

れ

て

い

る
。

「

度
部
預
算

　
説
明
書
」

は
、

『

申
報
』

に

も

掲
載
さ

れ

て

い

る
。

（

32
）

　
「

皖
省
預
算
不

敷
情
形
由
」

〔

第
一

歴
史

襠
案
館
所
蔵
　
襠
案
号
〇
三

−
一

五

宣
統
年
間
の

預
算
編
成
と

各
省
の

財
政
負
担
（

佐
藤
）

　
四

−
七

五

工
バ

ー
七
二
）

。

　
　

惟
査
安
徽
全
省
歳
入
及
部
飭
増
加
各
款、

統
計
不
過
五

百
万
両

、

而
京
協
各
款

、

　
　

歳
計
已
三

百
二

十
余
万、

新
旧

各
軍
餉
項

又
一

百

四

十
余
万

、

合
計
巳

達
四

百

　
　

六
十
余
万
両

、

其
能
留
作
本
省
行
政
経
費

者
実
巳

無
幾

。

故
各
官
公
費

、

署
局

　
　

員
薪
役
食
曁
交
渉
典
礼
教
育
司

法
民
政
実

業
並
籌
備
各
費

、

自
昔
已
視
他
省
為

　
　

倹
約

、

比

年
又

復
将
旧
有
局

所
節
次
裁
併

、

各
官
公
費
奏
定
刪
減
員
額

、

薪
資

　
　

及
一

切
行
政
経
費
均
核
減
再
三

、

汰
冗
整

紛
、

実
已
不
遺
余
力

、

不
留
余
地

。

　
　（
省
略
）

宣
統
三

年
四
月
二

十
五

日

奉
殊
批。

度
支
部
知
道

。

単
併
発

。

欽
此

。

朱
家
寶
は

光
緒
三

十
四
年
六

月
二

十
五
日

か

ら

宣
統
三

年
九
月
十
八
日
ま

で

安
徽

巡

撫
を
務
め

、

安
慶
光
復
の

後
に

民

軍
都
督

と

な
っ

た
。

（

33
）

　
「

皖
庫
奇
細
懇
請
酌
停
協
餉
由
」

〔

台
湾
故
宮
博
物
院
所
蔵
　
襠
案
号
一

八

九

　一

七
一
）

。

　
　

協
餉
云

者
、

去
本
省
之
有
余、

補
鄰
疆
之

不
足
也

。

使
皖
庫
果
処
豊
裕

、

深
惟

　
　

普
天
率
土

之
義
亦
何
敢
自
私
財

利
、

畛
域

顕
分

。

今
則
出
入

懸
殊

、

一

至
斯
極

。

　
　

来
日

大
難
自
顧
亦
且
不
暇、

若
徒
慕
協
済

之
浮
名

、

忘
本
根
之
至
計

。

（

省
略
）

　
　

宣
統
元
年
十
月
二

十
二

日

奉
殊
批

。

度
支

部
妥
議
具
奏

。

欽
此

。

（

34
）

　
「

請
将
認
解
海
軍
経
費
截
留
改
撥
由
」

（
第
一

歴
史
襠
案
館
所
蔵
　
襠
案

号
〇

　
三

−
一

五
三

ー
七

四

九
六

−
二

七
）

。

　
　

第
広
西
為
叢
匪
之
区

、

軍
事
費
用

向
係
合

力

通
籌

、

他
省
並
不
援
以
為
例

。

即

　
　

如
雲
南
近
年
軍
費

、

由
部
指
撥
的
款
巳
達
一

百
数
十
万
両

、

潰
桂
辺
要

、

情
事

　
　

相
同

、

朝
廷
断
不
岐
視

。

臣
待
罪
疆
圻

、

目

覩
情
勢

、

餉
源
乏
匱

、

旦

夕
難
支

。

　
　

惟
有
謹
遵
上

年
十
二

月
二

十
八

日

諭
旨

、

叙
明
預
算
実
在
不
敷
確
当
理

由
、

並

　
　
将

桂

省
危
迫
与
他
省
迥
殊
情
形
披
瀝
直
陳

、

仰
懇
天
恩

、

特
准
将
広
西

応
解
洋

　
　

款
仍
前

截
留

、

海
軍
経
費
一

併
改
撥

、

以

済
軍
需

、

而
固
辺
圉

、

広
西

幸
甚

、

　
　

大
局
幸
甚

。

（

省
略
）

宣
統
三

年
五

月
初
六

日

奉
殊
批

。

該
部
議
奏

。

欽
此

。

（

35
）

　
「

預
算
案
変
更
之
影
響
」

『

申
報
』

宣
統

三

年
正

月
十
七
日

。

八
一
（

二

五一
）
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京
外
督
撫
其
反
対
預
算
更
較
京
内
為
甚

。

当

会
議
此
案
時
已
紛
紛
致
電

反
対

。

　
　
後

見
諭
旨
無
不
喜
出
望
外。

日

来
正

預
備
奏
稿
立

言
、

各
本
省
経

費
之

如
何
困

　
　
難

、

裁
減
之
如
何
不
能
実
行

、

以
動

観
聴。

其
尤

反
対
者
則
在
裁
撤
防

営
一

事。

　
　
日

来
如
李
経
義
等
之

電
已
紛

至
沓
來、

将

来
会
同

陸
軍
部
具
奏
之

結
果

、

不
問

　
　
可

知
。

　
　
李
経
羲
は

雲
貴
総
督

。

こ

の

他

に

も
、

『

申
報
』

の

宣

統
二

年
十
二

月
十
日

　
「

粤
督
電
請
維
持
政
費
」

同

月
二

十
二

日

「

粤
督
反
対
資
政
院
核
減
預

算
」

、

同
月

　
二

十
五

日

「

川
鄂
両
督
亦
不
認

預
算
案
」

に

資
政
院
の

預
算
削
減
に

対
す
る

懸

念

　
が

見
え

る
。

（

36
）

　
賈
士
毅
『

民
国
財

政
史
』

（

上

海
、

商
務
印

書
館

、

一

九
三

四

年）
、

上
冊
二

　
十
九

頁
。

（

37
）

　
「

破
壊
預
算
案
者
紛
紛
而
起
」

「

申

報
』

宣
統
三

年
正

月
二

十
九
日。

　
　
粤
省
預
算
原
案
一

切

行
政
経
費
本
巳

極

力
節
縮

、

応

支
之
款
尚
多
闕、

如
実
属

　
　
万

無
可
減

。

現

在
行

政
之
統
繋
未
分

、

租

税

之
等
級
未
定、

又

値
提
前

籌
備
立

　
　
憲
一

切
理

財
行

政、

無
不
責
之
疆
臣

、

若
於
其
応
辧
之
事
項

、

必

需
之

経
費

、

　
　
又

復
厳
加

束
縛、

任

意
剋
減、

雖
有
智
巧

、

何
以

為
計。

資
政
院
核
減

之
款

、

　
　
雖

尚
未
得
其
詳、

然

既
未
与
外
省
協
商

、

其
中
必
多
窒

碍
。

悄
遽
照
此
定
案

、

　
　
将

来
一

経
宣
布
外
省

、

若
照
案
奉
行

、

則
一

切
政
事
皆
将
廃
弛

、

必
至
貽
誤
大

　
　
局

。

（

38
）

　
「

各
諮
議
局

聯
商
力
争
預
算
冊
紀
要
」

『

中
報
」

宣

統
二

年
十
月
初
四
日

。

　
　

各
省
預
算
冊
業
由
督
撫
交
諮
議
局

決
算
在
案

。

惟
遵

部
旨
不
交
歳
入
冊、

以

致

　
　

各
地

方
行

政
経
費
無
従
決
算

。

鄂

省
諮
議
局
頃
接
閾
蜀
二

局
来
電

、

聯
合
商
争

　
　
以

便
進

行
一

致
。

茲
特
彙
録
如
下

。

　
　

閠
諮
議
局

来
電
（

省
略
）

鄂
地

方

預
算
並

全

冊
巳
発

到
局、

不
知
地
方
預
算
有

　
　
無

歳
入、

所
称
全
冊

是
否
但
備
参

考
非
議
決
範
囲

。

地

方
有
出

無
入
是
交
局

預

　
　

算
不
完
全

。

至
全
冊
中
総
歳
入
与

此
無
関

、

敝
局
電

院
力
持

。

在
此
部
電

以

今

八
二
（

二

五

二

）

　
　

年
不
能
画
分

地
方
税

為
辞、

督
据
以
剳
局
謂

、

地

方
税

与
地

方
歳
入
為

両
事

、

　
　

地
方
税
今
年
縦
未
分
而
地

方

行
政
応
以

何
款
何
額
供
用
巳

可
預
定

、

否

則
歳
入

　
　

亦
無
従
議
決

、

電
院
力
持

。

又

在
此
請
咨
部
力
争

、

電

督
照

章
更
交
地

方
歳
出

、

　
　

院
未
復、

督
電
部
亦
未
復、

己
停
議
待
解
散

。

貴

局
是
否
一

致
。

此

事
不
争

、

　
　
一

切
墮
地

。

貴
局
所
恃
討
論

非
議
決

、

是
更
進
一

歩
。

　
　
蜀
諮
議
局

来

電
　
湖

北
諮
議
局
鑒

、

地
方
歳
出
冊

已
交
到、

全
冊
巳
允
交、

惟

　
　

未
提
地
方
歳

入
、

已

電
院
請
院
主
持

、

現
議
他
案

、

以
待

解

決
。

此
後
辮
法
如

　
　
何
請
電
示
一

致
進
行

。

（

39
）

　
「

資
政
院
致

各
省
諮
議
局

電

（

為
預
算
案
歳
入
事
）

」

『

申
報
」

宣
統
二

年
十

　
月
十
八
日

。

　
　（
一
）

各

省
諮
議
局
要

求
議
決
歳
入

、

査

現
在
国

家
税

地
方
税
尚
未
画
清

、

此

　
　

項
歳
入
全

冊

巳
交
本
院
決
議

、

無
従
男
行
画
出
再
交
局
議

。

（

一
）

各
省
間
預

　
　

算
不
議
歳
入

則
議
決

歳
出
時

、

是
否
可
以

不
問
国

家
財
政
盈

細
。

査
全
国
預
算

　
　

出
入

不
敷

至

五
千
余
万
之

鉅
、

本
院
正

議
節
減
以

資
弥
補

。

各
省
本
年
預
算
歳

　
　
入
既
未
画
分

、

則
議

決
歳
出

宜
以

督
撫
現
交
預
算

案
之
数
為
準

。

此
中
移
緩
就

　
　

急
、

酌
盈

剤

虚
、

自
属
諮
議
局
分

内
之
事

。

若
於

現
交
預
算
外
男
議
増
加
某
項

　
　

支
出

、

応

先

由
諮
議
局
議
定
籌
集
該
項
専
款
之
法

、

庶
不
至

与
全
国
預
算
有
所

　
　

抵
触

。
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